
Since 1975

No.017

一般財団法人

国際協力推進協会 会報

January 2024



2 1APIC No.17 ・ January 2024APIC No.17 ・ January 2024 ※記事本文に掲載されている役職・機関名は、事業実施時点における名称を採用しています。

ご
あ
い
さ
つ

今号の表紙写真

ハワイ　モロカイ島
撮影者：フロイド・K・タケウチ

Photo Courtesy Floyd K. Takeuchi / Waka Photos

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
世
界
は
、
残
念
な
が
ら
一
層
困
難

な
年
と
な
り
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
戦
争
は
、
夏
頃
に
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
反
転
攻
勢
を
通
じ
て
解
決
に

向
け
て
動
く
の
で
は
な
い
か
と
の
見
方
も

あ
り
ま
し
た
が
、
情
勢
は
膠
着
、
冬
季
が

到
来
し
ま
し
た
。
更
に
、
10
月
に
は
中
東

で
ガ
ザ
の
ハ
マ
ス
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
奇
襲
、

イ
ス
ラ
エ
ル
は
残
虐
な
攻
撃
に
激
し
く
反

撃
、
こ
の
執
筆
の
時
点
で
は
双
方
の
間
で

今
な
お
激
し
い
戦
闘
が
続
い
て
い
ま
す
。

長
年
の
紛
争
と
は
言
え
、
メ
デ
ィ
ア
で
見

る
人
的
犠
牲
に
は
胸
が
締
付
け
ら
れ
ま
す
。

今
年
が
、
当
事
者
や
国
際
社
会
の
努
力
に

よ
り
解
決
に
向
け
て
動
く
年
に
な
っ
て
欲

し
い
と
願
わ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

　

他
方
、新
型
コ
ロ
ナ
は
抑
制
さ
れ
、我
々

の
生
活
も
漸
く
日
常
を
少
し
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
た
年
に
な
り
ま
し
た
。
当
協
会

も
、
昨
年
は
海
外
と
の
活
動
を
再
開
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
ケ
ー
ブ

ヒ
ル
校
の
ラ
ン
デ
ィ
ス
学
長
を
招
待
、
11

月
に
は
バ
ル
バ
ド
ス
の
ハ
ン
フ
リ
ー
国
民

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
・
高
齢
者
問
題
大
臣

を
日
本
に
招
待
し
ま
し
た
。
６
月
に
は
、

ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
の
ご
み
処
理
視

察
団
４
名
が
来
日
し
ま
し
た
。
７
月
に

は
、
太
平
洋
島
嶼
国
か
ら
３
名
、
カ
リ
ブ

諸
国
か
ら
５
名
の
大
学
生
を
受
け
入
れ
、

こ
れ
ら
の
大
学
生
は
上
智
大
学
で
約
３
週

間
の
夏
季
集
中
特
別
授
業
に
参
加
し
ま
し

た
。
ま
た
10
月
に
は
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
等

太
平
洋
島
嶼
国
・
地
域
か
ら
４
名
、
カ
リ

ブ
の
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
か
ら
１
名

の
記
者
団
が
約
10
日
間
訪
日
、
鹿
児
島
、

熊
本
を
訪
問
、
環
境
・
防
災
・
観
光
関
連

施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。
更
に
一
部
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

た
留
学
生
事
業
に
つ
い
て
も
、
９
月
に
は

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
ザ
ビ
エ
ル
高
校
卒
業
生

２
名
が
来
日
、
上
智
大
学
に
入
学
、
４
年

間
の
学
部
生
活
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
Ｍ

Ｃ
Ｔ
（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
環
境
保
全
基
金
）

修
士
留
学
生
は
、
９
月
に
２
名
が
卒
業
、

新
た
に
１
名
が
上
智
大
学
に
入
学
し
ま
し

た
。
９
月
に
は
新
た
に
始
め
た
西
イ
ン
ド

諸
島
大
学
か
ら
最
初
の
修
士
留
学
生
１
名

APIC の主な動き ［ 2023 年 6 月～ 12 月 ］

6 月

7 月

ミクロネシア三か国若手リーダー招待計画

ジャマイカでの日本語スピーチコンテスト開催支援

トリニダード・トバゴごみ処理研修

太平洋・カリブ学生招待計画 2023

第 396 回早朝国際情勢講演会
（講師：外務省経済局参事官　大河内 昭博 氏）

第 397 回早朝国際情勢講演会
（講師：外務省国際協力局長　遠藤 和也 氏）

9 月

トリニダード・トバゴでの日本語スピーチコンテスト開催支援

太平洋・カリブ記者招待計画 2023

10 月 第 399 回早朝国際情勢講演会
（講師：外務省地球規模課題審議官　赤堀 毅 氏）

第 400 回早朝国際情勢講演会
（講師：東京大学 教授／ JICA 緒方貞子平和開発研究所 シニア・リサーチ・

アドバイザー（前所長）　高原 明生 氏）

第 401 回早朝国際情勢講演会
（講師：外務省欧州局長　中込 正志 氏）

11 月

12 月

バルバドス国民エンパワーメント・高齢者問題大臣招待計画

第 398 回早朝国際情勢講演会
（講師：外務省南部アジア部長　中村 亮 氏）

第 5 期 APIC-MCT 留学生が上智大学大学院を卒業

第 8 期ザビエル留学生、第 7 期 APIC-MCT 留学生、
第 1 期 UWI 留学生が上智大学／大学院に入学
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が
来
日
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
外
務
省
幹

部
等
に
よ
る
講
演
会
活
動
等
も
引
き
続
き

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事

業
は
、
以
下
本
号
で
も
詳
細
を
御
報
告
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
事
業

は
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ

り
初
め
て
実
現
可
能
と
な
っ
た
も
の
で

す
。
ま
た
実
際
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

視
察
を
温
か
く
受
け
て
入
れ
て
頂
く
な

ど
、
多
く
の
方
々
か
ら
御
協
力
を
頂
き
ま

し
た
。
茲
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
４
年
１
月

一
般
財
団
法
人 

国
際
協
力
推
進
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
） 

理
事
長 

重
家 

俊
範
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滞在中の主なスケジュール
11/5（日） 来日

11/6（月）

APIC によるブリーフィング
APIC 主催昼食会
厚生労働省 訪問
国立社会保障・人口問題研究所 訪問

11/7（火）
国立障害者リハビリテーションセンター 訪問
港区立男女平等参画センター（リーブラ） 訪問
堀井外務副大臣と会談

11/8（水）

名古屋市へ移動
名古屋市立大学医学部、名古屋市障害者スポーツ
センター、名古屋市身体障害者福祉連合会 訪問
東京へ移動

11/9（木）

山形県南陽市へ移動
白岩南陽市長と会談
同市各施設を訪問
東京へ移動

11/10（金）

東京都庁福祉局 訪問
葛飾区シルバー人材センター 訪問
宮﨑厚生労働副大臣と会談
重家 APIC 理事長主催歓迎夕食会

11/11（土）
沖縄へ移動

「沖縄ブルーゾーンの会」例会 出席

11/12（日）
沖縄空手会館 訪問
市内視察

11/13（月）
池田沖縄県副知事と会談
離日

カ
リ
ブ
事
業

カリブ事業

カ
リ
ブ
諸
国
・
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画

バ
ル
バ
ド
ス
国
民
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
・
高
齢
者

問
題
大
臣
招
待
計
画

　

ハ
ン
フ
リ
ー
大
臣
は
、
堀
井
巌
外
務
副
大

臣
及
び
宮
﨑
正
久
厚
生
労
働
副
大
臣
と
会
談

し
、
厚
生
労
働
省
で
高
齢
者
福
祉
政
策
等
に

つ
い
て
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
で
介
護
基
盤
・
介
護
者
支
援
、
及
び
、
超

長
寿
社
会
等
の
研
究
・
分
析
に
つ
い
て
、
東

京
都
福
祉
局
で
都
の
ホ
ー
ム
レ
ス
対
策
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
国
立
障

害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
港

区
立
男
女
平
等
参
画
セ
ン
タ
ー
（
リ
ー
ブ

ラ
）、
及
び
、
葛
飾
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
そ
の
作
業
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

地
方
日
程
と
し
て
、
名
古
屋
市
（
市
立
大

学
医
学
部
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

身
体
障
害
者
福
祉
連
合
会
）、山
形
県
南
陽
市
、

及
び
、
沖
縄
県
を
訪
問
し
ま
し
た
。

バルバドスから「ブルーゾーン」へ
― 大臣、日本の福祉と長寿を見聞 ―

　

各
会
談
、
説
明
、
視
察
に
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
か

ら
側
嶋
常
務
理
事
代
行
と
荒
木
事
務
局
長
が

交
代
で
同
行
し
ま
し
た
。

＊
＊
＊

　

６
日
午
前
中
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
側
か
ら
大
臣
一

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

午
後
、
一
行
は
厚
生
労
働
省
を
訪
問
し
、

日
本
の
高
齢
者
福
祉
政
策
（
介
護
保
険
制
度
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
認
知
症
対
策
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
、
医
療
と
介
護
の
問

題
等
）、
及
び
、
障
害
者
福
祉
政
策
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
を
訪
問
し
、
同
研
究
所
で
行
っ
て
い
る

「
一
億
総
活
躍
社
会
」
に
向
け
た
中
高
年
の

活
躍
を
支
え
る
介
護
基
盤
と
介
護
者
支
援
の

研
究
、
及
び
、
超
長
寿
社
会
に
お
け
る
人
口
・

経
済
・
社
会
の
モ
デ
リ
ン
グ
と
総
合
分
析
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

７
日
午
前
中
、
一
行
は
所
沢
市
の
国
立
障

害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
訪

問
し
、
同
セ
ン
タ
ー
の
活
動
状
況
に
関
す
る

英
語
の
ビ
デ
オ
（
日
本
に
お
け
る
障
害
者
の

種
類
、
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
対
応
状
況
、
国
際
協

力
等
に
つ
い
て
の
説
明
）
を
観
た
後
に
、
芳

賀
総
長
か
ら
質
問
に
対
す
る
回
答
を
得
て
、

同
セ
ン
タ
ー
の
リ
ハ
ビ
リ
施
設
を
視
察
し
ま

し
た
。
ハ
ン
フ
リ
ー
大
臣
は
、
同
セ
ン
タ
ー

は
素
晴
ら
し
い
活
動
を
し
て
い
る
の
で
同
セ

ン
タ
ー
か
ら
学
び
た
い
と
述
べ
、
追
っ
て
観

た
ビ
デ
オ
の
リ
ン
ク
を
入
手
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
午
後
、
港
区
立
男
女
平
等
参
画

セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
同
セ
ン
タ
ー
が
港
区

男
女
平
等
参
画
条
例
に
基
づ
き
、
男
女
平

大
臣
と
会
談
し
ま
し
た
。
ハ
ン
フ
リ
ー
大
臣

は
、
バ
ル
バ
ド
ス
も
日
本
と
同
様
、
少
子
高

齢
化
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
日
本
の
取
組
に

学
ぶ
た
め
に
訪
日
し
た
が
、
有
益
な
訪
問
が

進
行
中
で
あ
る
旨
、
バ
ル
バ
ド
ス
は
日
本
か

ら
海
洋
環
境
関
連
を
含
め
支
援
を
受
け
て
お

り
感
謝
し
て
い
る
旨
、
述
べ
、
堀
井
副
大
臣

は
、２
０
２
４
年
は
「
日
・
カ
リ
コ
ム
交
流
年
」

で
あ
り
、
両
国
間
の
交
流
を
更
に
強
化
し
て

い
き
た
い
旨
述
べ
る
な
ど
、
和
や
か
な
会
談

と
な
り
ま
し
た
。

名
古
屋
を
訪
問

　

８
日
午
前
中
は
、
名
古
屋
市
立
大
学
医
学

部
を
訪
問
し
、
高
齢
者
地
域
医
療
・
地
域
医

療
教
育
、
発
達
障
害
の
医
療
と
教
育
に
つ
い

て
、「
う
ま
み
成
分
が
攻
撃
性
を
抑
え
る
効

果
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
マ
ウ
ス
を
使
っ
た

実
験
に
よ
り
検
証
し
た
結
果
の
報
告
」、「
介

護
に
か
か
わ
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、
２
０
２
３
年
11
月
５
日
か

ら
13
日
ま
で
、
バ
ル
バ
ド
ス
か
ら
カ
ー
ク
・

ハ
ン
フ
リ
ー
国
民
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
・
高

齢
者
問
題
大
臣
を
訪
日
招
待
し
ま
し
た
。
大

臣
に
は
、
国
民
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
・
高
齢

者
問
題
省
の
ジ
ェ
フ
・
ウ
ィ
ル
シ
ャ
ー
事
務

次
官
、
コ
リ
ー
ン
・
ワ
ル
コ
ッ
ト
国
家
高
齢

者
支
援
委
員
会
局
長
、
及
び
、
デ
ボ
ラ
・
ノ
ー

ヴ
ィ
ル
福
祉
局
局
長
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
バ
ル

バ
ド
ス
退
職
者
組
合
の
マ
リ
リ
ン
・
ラ
イ
ス

ボ
ー
エ
ン
会
長
の
計
４
名
が
同
行
し
ま
し
た
。

　

バ
ル
バ
ド
ス
は
日
本
と
同
様
、
少
子
高
齢

化
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
国
民
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
・
高
齢
者
問
題
省
は
、
人
的
、

財
政
的
、
技
術
的
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、

バ
ル
バ
ド
ス
の
全
体
的
な
社
会
経
済
発
展
と

社
会
の
構
成
員
す
べ
て
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
に
貢
献
す
る
こ
と
等
を
使
命
と
し
、
バ
ル

バ
ド
ス
の
貧
し
い
人
々
、
弱
い
立
場
に
あ
る

人
々
、
及
び
、
疎
外
さ
れ
て
い
る
人
々
に
活

力
を
与
え
る
こ
と
、
並
び
に
、
同
国
内
外
の

戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
力
し
て
効
果
的
か

つ
効
率
的
な
社
会
的
保
護
を
提
供
す
る
こ
と

等
を
任
務
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
下
、
福
嶌
香
代
子
駐
バ
ル
バ
ド
ス
日
本

国
大
使
に
よ
る
提
案
及
び
在
バ
ル
バ
ド
ス
日

本
大
使
館
を
通
じ
た
調
整
を
踏
ま
え
、
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
と
し
て
ハ
ン
フ
リ
ー
国
民
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
・
高
齢
者
問
題
大
臣
を
招
待
す
る
こ

と
と
し
た
も
の
で
す
。

中米カリブ海の島国。1966 年に英国から独立。
2021 年に共和制に移行。

面積：約 430㎢（種子島とほぼ同じ）
人口：28.1 万人（2023 年、世銀）
民族：アフリカ系が約 9 割
言語：英語（公用語）
宗教：キリスト教、他
１人当たり GNI：19,350 ドル（2022 年、世銀）

バルバドスについて

鈴木信「沖縄ブルーゾーンの会」会長（琉球大学名誉教授）（右から 3 番目）とAPIC によるブリーフィング

堀井外務副大臣との会談

行
に
対
し
、
日

程
に
つ
い
て
説

明
す
る
と
と
も

に
、
重
家
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
理
事
長
は

現
在
日
本
が
直

面
し
て
い
る
社

会
保
障
、
経
済
、

及
び
国
際
関
係

等
、
健
康
、
人

権
尊
重
、
等
に

取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
に
つ
い

て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

夕
刻
、
ハ
ン

フ
リ
ー
大
臣
は

堀
井
巌
外
務
副
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助
金
が
出
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
こ
で

は
、
障
害
の
あ
る
人
が
30
名
以
上
働
い
て
お

り
、
自
動
車
部
品
の
磨
き
や
縫
製
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
作
業
を
し
て
い
る
部
屋
を
訪
問
し
た

際
に
、
障
害
者
の
方
々
は
、
大
臣
一
行
を
バ

ル
バ
ド
ス
の
旗
を
振
っ
て
迎
え
ま
し
た
。
全

盲
の
人
が
パ
ソ
コ
ン
で
作
業
し
て
い
る
様
子

を
見
た
大
臣
は
、
資
料
を
音
声
で
聞
き
取
っ

て
い
る
と
知
り
関
心
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

大
臣
が
、
先
ほ
ど
も
ら
っ
た
点
字
の
シ
ー
ル

を
全
盲
の
人
に
差
し
出
し
て
、
何
と
書
い
て

あ
る
か
聞
く
と
、「
は
ん
ふ
り
ー
」
と
発
声
し
、

大
臣
始
め
一
行
は
歓
声
を
上
げ
ま
し
た
。

南
陽
市
を
訪
問

　
９
日
、
一
行
は
一
日
か
け
て
東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
際
し
バ

ル
バ
ド
ス
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
だ
っ
た
山
形
県

南
陽
市
を
訪
問
し
、
大
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

午
前
11
時
頃
、
大
臣
一
行
が
南
陽
市
市
庁
舎

大
臣
は
、
バ
ル
バ
ド
ス
に
お
い
て
は
、
特
に

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
ホ
ー
ム
レ
ス
が
増
加
し
て

い
る
と
こ
ろ
、
都
の
取
組
は
大
変
参
考
に
な

る
の
で
、
学
び
た
い
と
し
、
ま
ず
は
、
追
っ

て
実
態
調
査
の
項
目
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し

い
と
要
請
し
た
の
に
対
し
、
後
日
、
都
か
ら

調
査
項
目
の
情
報
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
一
行
は
、
観
光
客
で
賑
わ
う
浅
草

で
買
い
物
を
し
、
浅
草
寺
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
日
午
後
、
一
行
は
、
葛
飾
区
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。
バ
ル
バ

ド
ス
に
お
い
て
今
後
「
シ
ル
バ
ー
人
材
」
の

活
用
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
の
ハ
ン
フ

リ
ー
大
臣
の
問
題
意
識
が
示
さ
れ
た
後
、
同

セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
、
高
齢
者
に
よ

る
事
務
整
理
や
軽
作
業
等
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
そ
の
後
、
同
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る

立
石
作
業
所
で
、
高
齢
者
に
よ
る
ふ
す
ま
・

障
子
の
張
替
え
作
業
や
部
品
の
組
み
立
て
作

業
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

夕
刻
、
ハ
ン
フ
リ
ー
大
臣
は
宮
﨑
正
久
厚

生
労
働
副
大
臣
と
会
談
し
ま
し
た
。
同
会
談

に
お
い
て
は
、
ハ
ン
フ
リ
ー
大
臣
一
行
の
沖

縄
訪
問
が
話
題
と
な
り
、
宮
崎
副
大
臣
か
ら
、

同
副
大
臣
が
沖
縄
出
身
で
あ
る
こ
と
を
紹
介

し
た
後
、
日
本
の
少
子
高
齢
化
の
状
況
と
対

応
策
に
関
し
説
明
が
あ
り
、
今
後
と
も
双
方

が
意
見
交
換
を
継
続
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま

し
た
。

会
合
に
お
い
て
、
ハ
ン
フ
リ
ー
大
臣
は
、
東

京
、
名
古
屋
市
、
南
陽
市
の
訪
問
を
終
え
た

時
点
で
の
感
想
や
沖
縄
訪
問
へ
の
期
待
も
披

露
し
、
和
や
か
な
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

沖
縄
を
訪
問

　
「
ブ
ル
ー
ゾ
ー
ン
」
と
称
さ
れ
る
世
界
５

大
長
寿
地
域
（
イ
タ
リ
ア
の
サ
ル
デ
ィ
ー

ニ
ャ
島
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ロ
ー

マ
リ
ン
ダ
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
ニ
コ
ヤ
半
島
、

ギ
リ
シ
ャ
の
イ
カ
リ
ア
、
及
び
沖
縄
）
の
一

つ
と
し
て
名
高
い
沖
縄
へ
の
訪
問
は
、
バ
ル

バ
ド
ス
の
モ
ト
リ
ー
首
相
か
ら
ハ
ン
フ
リ
ー

大
臣
に
是
非
と
も
訪
問
す
る
よ
う
に
と
示
唆

が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
た
も
の
だ
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
同
大
臣
は
同
首
相
の
勧
め
で
、

Netflix

で
配
信
さ
れ
て
い
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
シ
リ
ー
ズ
「
１
０
０
ま
で
生
き
る
：
ブ

ル
ー
ゾ
ー
ン
と
健
康
長
寿
の
秘
訣
（“Live to 

100: Secrets of the Blue Zones"

）」
の

ム
の
紹
介
」、「
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
ウ
エ

イ
ト
な
ど
足
首
に
負
荷
を
か
け
た
歩
行
が
歩

行
障
害
の
予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
」、「
名
古

屋
市
立
大
学
の
授
業
の
一
環
と
し
て
医
学
・

看
護
な
ど
の
学
生
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
ハ
ン

ズ
オ
ン
の
実
習
を
組
み
込
ん
で
い
る
こ
と
」、

及
び
「
認
知
症
の
研
究
の
概
要
」
に
つ
い
て

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
、
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

ハ
ン
フ
リ
ー
大
臣
か
ら
は
、
有
益
な
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
旨
、
バ
ル
バ
ド
ス
の

学
生
を
送
っ
て
学
ば
せ
た
い
旨
の
発
言
も
あ

り
ま
し
た
。

　

同
日
午
後
は
、
名
古
屋
市
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。
同
セ
ン

タ
ー
は
、
大
阪
に
あ
る
同
種
の
セ
ン
タ
ー
に

次
い
で
２
番
目
に
古
い
も
の
で
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
と
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
の
コ
ー
チ
２
名
か
ら
施
設
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
施
設
内
を
案
内
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
（
盲

目
を
想
定
し
て
ア
イ
マ
ス
ク
）
の
卓
球
、
車

い
す
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
大
臣
一
行
も
体
験
し

ま
し
た
。
ま
た
、
一
行
一
人
一
人
の
名
前
を

点
字
で
作
成
し
た
シ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
、
一
行
全
員
、
ス
マ
ホ
に
貼
っ
て
い
ま
し

た
。
大
臣
は
、
こ
の
施
設
は
非
常
に
充
実
し

て
い
る
旨
、
二
人
の
コ
ー
チ
に
是
非
バ
ル
バ

ド
ス
に
来
て
指
導
し
て
も
ら
い
た
い
旨
、
述

　

一
行
は
、
市
長
と
の
昼
食
後
、
急
遽
、
地

元
の
ワ
イ
ン
を
売
っ
て
い
る
お
店
を
訪
問
し
、

買
い
物
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
児
童
福
祉
施
設
「
ま
な
び
の
へ

や
バ
ン
ビ
ー
ナ
南
陽
」
を
視
察
し
、
同
施
設

の
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
一
行
は
、
熊
野
大
社
を
訪
問
し
、

参
拝
の
仕
方
を
習
っ
て
、各
自
、賽
銭
を
入
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
祈
願
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

夕
鶴
の
里
資
料
館
を
訪
問
し
、
鶴
の
恩
返
し

の
語
り
を
聞
い
た
後
、
館
長
の
案
内
で
同
資

料
館
内
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
公

衆
浴
場
「
赤
湯
温
泉 

湯
こ
っ
と
」
で
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
浴
室
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

赤
湯
駅
到
着
か
ら
同
駅
出
発
ま
で
、
ず
っ

と
市
の
担
当
者
に
同
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
バ
ル
バ
ド
ス
と
南
陽
市
と
の
友
好
関
係

は
続
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

一
行
は
10
日
午
前
、
東
京
都
福
祉
局
を
訪

問
し
、
都
の
ホ
ー
ム
レ
ス
対
策
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
都
会
特
有
の
問
題
で
あ

る
ホ
ー
ム
レ
ス
の
問
題
に
つ
い
て
、
東
京
都

は
、
年
２
回
概
数
調
査
を
、
５
年
に
１
回
生

活
実
態
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
を
、
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
、
都
に
お
い
て
ホ
ー
ム
レ

ス
の
人
数
は
減
少
し
て
き
て
い
る
こ
と
、
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
ホ
ー
ム
レ
ス

の
人
々
の
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
等

の
説
明
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ハ
ン
フ
リ
ー

に
到
着
す
る
と
、
建
物
の
外
に
大
き
な
バ
ル

バ
ド
ス
国
旗
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
お
迎
え

に
出
て
い
た
白
岩
孝
夫
市
長
の
先
導
に
よ
り

大
臣
一
行
が
建
物
の
中
に
入
る
と
、
多
く
の

職
員
が
大
き
な
拍
手
で
歓
迎
し
、現
地
メ
デ
ィ

ア
も
そ
の
模
様
を
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
の
大
臣
‐
市
長
会
談
で
は
、
市
長
が

バ
ル
バ
ド
ス
を
訪
問
し
た
こ
と
の
紹
介
、
一

行
の
訪
日
日
程
、
バ
ル
バ
ド
ス
‐
南
陽
市
間

で
引
き
続
き
交
流
を
進
め
て
い
く
こ
と
等
が

話
さ
れ
、
昼
食
会
で
改
め
て
両
者
が
親
し
く

懇
談
し
ま
し
た
。

　

市
庁
舎
で
の
会
談
後
、
一
行
は
、
ギ
ネ
ス

で
世
界
一
大
き
い
木
造
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
と
認
定
さ
れ
た
「
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う

ホ
ー
ル
」
を
視
察
し
、
商
工
観
光
課
か
ら
、

南
陽
市
の
障
害
者
対
応
や
観
光
促
進
の
取
組

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
障
害
者
対
応
も
な

さ
れ
て
い
る
多
目
的
市
民
体
育
館
を
視
察
し

ま
し
た
。

中
で
、
沖
縄
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
動
画

を
観
た
上
で
訪
日
し
ま
し
た
。「
ブ
ル
ー
ゾ
ー

ン
」
で
は
、
食
事
、
運
動
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
関
わ
り
な
ど
、
い
く
つ
か
共
通
の
特
徴

が
見
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　

一
行
は
、
11
日
に
沖
縄
に
移
動
し
、
同
日

午
後
、
健
康
長
寿
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い

る
「
沖
縄
ブ
ル
ー
ゾ
ー
ン
の
会
」
の
例
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
実
は
、「
沖
縄
ブ
ル
ー
ゾ
ー

ン
の
会
」
の
例
会
が
も
と
も
と
そ
の
時
間
に

開
催
予
定
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
ハ
ン
フ
リ
ー

大
臣
が
来
訪
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
テ
ー
マ

を
「
カ
リ
ブ
諸
国
と
の
文
化
交
流
会
」
に
変

更
し
、
大
臣
に
も
挨
拶
し
て
も
ら
う
こ
と
と

し
た
も
の
で
す
。
ハ
ン
フ
リ
ー
大
臣
は
、
挨

拶
に
お
い
て
、
長
寿
県
の
沖
縄
に
来
ら
れ
て
、

上
述
の
動
画
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い

た
鈴
木
信
「
沖
縄
ブ
ル
ー
ゾ
ー
ン
の
会
」
会

長
（
琉
球
大
学
名
誉
教
授
）
に
会
う
こ
と
が

で
き
て
、
非
常
に
う
れ
し
い
と
述
べ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、「
幸
せ
を
つ
か
む
遺
言
の
書
き

方
」
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演

後
、
一
行
は
、
三
線
の
演
奏
と
琉
舞
を
鑑
賞

し
ま
し
た
。

　

翌
12
日
、
一
行
は
、
午
前
中
に
空
手
体
験

で
瓦
割
を
し
ま
し
た
。
午
後
は
公
民
館
で
89

歳
と
82
歳
の
女
性
と
会
い
、
健
康
的
な
食
事
、

日
常
的
な
運
動
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
積
極

的
な
関
わ
り
な
ど
、
長
寿
の
秘
訣
に
つ
い
て

聞
き
ま
し
た
。

　

13
日
午
前
、
沖
縄
県
庁
で
池
田
竹
州
副
知

事
と
会
談
し
ま
し
た
。
副
知
事
と
の
会
談
で

は
、「
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
」
や
空
手
も
話
題

と
な
り
、
ハ
ン
フ
リ
ー
大
臣
が
自
分
も
同
行

者
も
「
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
」
を
多
数
着
購
入

し
た
こ
と
、
大
臣
自
身
、
空
手
で
瓦
を
割
っ

た
こ
と
を
紹
介
す
る
な
ど
和
や
か
な
雰
囲
気

で
行
わ
れ
、
双
方
か
ら
、
今
後
も
バ
ル
バ
ド

ス
と
沖
縄
と
の
関
係
継
続
の
意
向
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
庁
担
当
職
員
か
ら
沖

縄
県
に
お
け
る
高
齢
者
問
題
へ
の
取
組
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、
大
臣
は
、
後

日
ビ
デ
オ
会
議
で
、
実
務
面
で
の
追
加
情
報

の
提
供
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

ハ
ン
フ
リ
ー 

バ
ル
バ
ド
ス
国
民
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
・
高
齢
者
問
題
大
臣
一
行
は
、

こ
の
よ
う
に
日
本
の
各
地
で
少
子
高
齢
化
の

中
で
の
日
本
の
対
応
状
況
を
見
聞
し
、
多
く公民館にて高齢者との交流

名古屋市障害者スポーツセンターにて
車いすバスケットを体験

南陽市市庁舎にて、拍手で出迎え

宮﨑厚生労働副大臣との会談

　

夜
に
は
、
重

家
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
理

事
長
主
催
夕
食

会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
一
行

の
訪
問
先
や
バ

ル
バ
ド
ス
及
び

中
米
の
関
係
者

等
も
交
え
た

べ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
社
会
福
祉
法
人 

名
古
屋
市
身
体
障
害
者
福
祉
連

合
会
を
訪
問
し
、
併
設
さ
れ
た

施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の

施
設
は
、
元
々
は
障
害
者
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
法
人
で
す

が
、
今
は
障
害
者
自
ら
の
資
金

に
加
え
て
名
古
屋
市
か
ら
も
補

の
材
料
を
持

ち
帰
り
ま
し

た
。
バ
ル
バ

ド
ス
に
お
け

る
少
子
高
齢

化
に
対
す
る

今
後
の
対
応

が
注
目
さ
れ

ま
す
。
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ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
ご
み
処
理
研
修

滞在中の主なスケジュール
6/25（日） 来日

6/26（月）
光が丘清掃工場 見学
株式会社アルフォ城南島飼料化センター 見学

6/27（火）

鹿児島へ移動
埋立地と浸出水処理施設 視察
家庭でのごみ分別の様子見学
大崎町のリサイクルシステムに関する講義

6/28（水）
大崎町長表敬 訪問
そおリサイクルセンター 見学
松山有機工場 視察

6/29（木）

生ごみの寄せ作業見学・体験
ジャパンアスリートトレーニングセンター大隅 視察
大崎中学校 訪問（学校でのごみ分別の視察）
アクションプランの議論と計画立案

6/30（金）
東京へ移動
東京観光（渋谷・表参道・原宿）
重家俊範 APIC 理事長主催 歓迎夕食会

7/1（土） 浅草観光、日本文化体験

7/2（日）
東京臨海広域防災公園 見学
離日

　

２
０
２
３
年
６
月
25
日
～
７
月
２
日
、
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
「
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
ご
み

処
理
研
修
」を
実
施
し
ま
し
た
。
ト
リ
ニ
ダ
ー

ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
の
公
益
事
業
省
か
ら
経

済
調
査
・
政
策
・
企
画
局
局
長
の
ア
ー
リ
ー

ン
・
コ
リ
ス
氏
、
研
究
ア
ナ
リ
ス
ト
・
固
形

廃
棄
物
部
門
主
任
の
ア
イ
ー
シ
ャ
・
ネ
ル
ソ

ン
氏
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
ご
み
処
理

事
業
社
か
ら
廃
棄
物
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
ケ
ビ
ン
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
氏
、
物
質
回
収
施

設
監
督
の
ケ
ン
ダ
ル
・
コ
リ
ン
ス
氏
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
は
、
廃
棄
物
処

理
の
問
題
、
特
に
埋
め
立
て
処
分
場
の
残
余

年
数
が
逼
迫
す
る
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
日

本
に
お
け
る
ご
み
処
理
に
つ
い
て
視
察
・
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
都
内
で
は
都
の
焼
却
施

設
及
び
、
食
料
廃
棄
物
の
飼
料
化
を
行
っ
て

い
る
民
間
企
業
の
視
察
、
大
崎
町
（
鹿
児
島
）

で
は
大
崎
町
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
協
議
会
の
協

力
の
下
、
リ
サ
イ
ク
ル
日
本
一
の
廃
棄
物
処

理
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の

成
功
事
例
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
本
計
画

は
２
０
１
９
年
に
実
施
予
定
で
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
延
期
さ
れ
、

大崎町長表敬訪問

重家 APIC 理事長主催夕食会 光が丘清掃工場の視察

城
南
島
第
二
飼
料
化
セ
ン
タ
ー
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
会
社
は
事
業
者
か
ら
出
る

食
料
廃
棄
物
を
回
収
し
て
飼
料
に
変
換
し
販

売
す
る
会
社
で
、
こ
ち
ら
も
ご
み
か
ら
電
気
・

製
品
を
生
み
出
す
、
ま
た
飼
料
製
造
過
程
に

お
い
て
も
一
切
ご
み
が
発
生
せ
ず
セ
メ
ン
ト

な
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

翌
27
日
に
は
大
崎
町
に
移
動
し
、
最
終
処

分
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・

ト
バ
ゴ
で
は
廃
棄
物
が
７
ｍ
以
上
に
積
み
重

な
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
り
、
埋
め
立

て
処
分
場
内
の
廃
棄
物
の
少
な
さ
、
臭
い
や

ハ
エ
の
少
な
さ
に
驚
き
、「
夢
の
よ
う
だ
」

と
感
嘆
も
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

民
家
を
訪
問
し
家
庭
で
の
分
別
の
様
子
を
見

学
し
ま
し
た
。
大
崎
町
で
は
27
品
目
の
分
別

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
細
か
い
分
別
方
法
や

住
民
主
体
の
ご
み
の
管
理
・
収
集
方
法
に
驚

い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
崎
町
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
座
学
や
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
、
一
日
の
視
察
を
通
し
た
感
想

や
自
国
の
課
題
を
反
映
し
た
疑
問
や
質
問
が

多
く
上
が
り
ま
し
た
。

　

28
日
は
大
崎
町
役
場
で
東
靖
弘
町
長
へ
の

表
敬
訪
問
を
行
い
、
盛
大
な
歓
迎
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
後
、
そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
・
松
山
有
機
工
場
視
察
を
行
い
生
ご
み

の
堆
肥
化
作
業
を
体
験
し
、
実
際
の
仕
組
み

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

29
日
は
大
崎
中
学
校
で
、
日
本
の
給
食
を

体
験
し
、
生
徒
と
一
緒
に
飲
み
終
え
た
牛
乳

パ
ッ
ク
を
洗
っ
て
開
き
、
乾
か
す
工
程
を
体

験
し
ま
し
た
。
学
校
で
も
27
品
目
の
分
別
が

業
省
の
立
場
か
ら
、「
こ
の
訪
問
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
は
政
策
側
の
観
点
か
ら
、
持
続
可

能
な
リ
サ
イ
ク
ル
と
再
利
用
の
た
め
の
有
益

で
効
果
的
な
取
り
組
み
を
実
施
す
る
た
め
の

方
針
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
な
情
報
を
得

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ

こ
に
来
る
こ
と
を
本
当
に
楽
し
み
に
し
て
お

り
、
学
ん
だ
教
訓
を
持
ち
帰
り
た
い
。」
と

述
べ
ま
し
た
。
午
後
は
、
練
馬
区
に
あ
る
光

が
丘
清
掃
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
都
の
ご

み
回
収
の
現
状
に
つ
い
て
学
び
、
回
収
時
の

分
別
方
法
や
、
収
集
費
用
を
誰
が
負
担
し
て

い
る
か
、
焼
却
に
よ
る
発
電
シ
ス
テ
ム
等
に

つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
い
て
、
多
く
の
質
問

が
出
ま
し
た
。
そ
の
後
、株
式
会
社
ア
ル
フ
ォ

行
わ
れ
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
驚
き
、
幼

少
期
か
ら
の
教
育
が
大
切
で
あ
る
こ
と
に

言
及
し
て
い
ま
し
た
。
午
後
は
こ
の
研
修
を

通
し
て
自
国
の
課
題
に
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
か
に
つ
い
て
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
作
成
し
ま
し
た
。
公
益
事
業
省
と
実
施
機

関
と
の
立
場
の
違
い
で
共
通
の
行
動
計
画

の
策
定
に
大
変
苦
労
し
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
中
・
長
期
的
な
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
と
ど
の
よ
う
な
形
で
達
成
し

て
い
く
か
に
つ
い
て
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
作
成
が
で
き
ま
し
た
。
新
た
な

法
整
備
、各
セ
ク
タ
ー
の
協
力
、住
民
協
力
、

教
育
等
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
プ
ラ
ン

が
立
て
ら
れ
、
大
崎
町
側
か
ら
も
し
っ
か
り

と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、

ま
た
不
十
分
な
点
に
つ
い
て
は
、
細
か
い
技

こ
の
度
無
事
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
大
崎
町

の
視
察
に
は
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
者
で
あ

る
平
山
達
夫 

前
ト
リ
ニ

ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
大
使
も

同
行
し
ま
し
た
。

　

６
月
26
日
は
午
前
中
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
コ
リ
ス
氏
は
公
益
事

術
面
や
法
整
備
に
つ
い
て
具
体
的
な
ア
ド

バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
日
間
の
大
崎
町
で
の
研
修
を
終
え
、
東

京
へ
移
動
し
都
内
観
光
を
楽
し
み
、
夕
方
に

は
重
家
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
理
事
長
主
催
の
夕
食
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
参
加
者
か
ら
、
今
回

の
滞
在
中
の
感
想
と
成
果
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
住
民
主
体
で
大
崎
町
が
ご
み
処
理
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
最
終
処
分
場

の
綺
麗
さ
に
は
と
て
も
驚
い
た
こ
と
、
帰
国

後
は
政
策
側
・
実
施
機
関
側
そ
れ
ぞ
れ
協
力

し
今
回
視
察
し
た
内
容
に
つ
い
て
実
践
し
て

い
き
た
い
と
い
う
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

1. 最終処分場視察
2. そおリサイクルセンターにて 27 品目分別体験
3. 牛乳パック洗浄・分別体験（大崎中学校）

カリブ事業 カ
リ
ブ
事
業

1

2

3
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ジ
ャ
マ
イ
カ
で
の

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
支
援

ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
で
の

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
支
援
（
２
０
２
３
年
度
）

西インド諸島大学
University of the West Indies (UWI)

西インド諸島の 17 の国と地域で英
語による高等教育を行う大学。4 つ
のキャンパス（ジャマイカのモナ
校、トリニダード・トバゴのセン
ト・オーガスティン校、バルバド
スのケーブヒル校、アンティグア・
バーブーダのファイブアイランズ
校）の他、通信制のオープンキャ
ンパスが各地にあり、英語を公用
語とするカリブ諸国における最古
にして最大の高等教育機関として、
様々な分野に人材を輩出している。

　

２
０
２
３
年
６
月
17
日
に
、
在
ジ
ャ
マ
イ
カ
日
本
国

大
使
館
・
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）
モ
ナ
校
の

共
催
で
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
３
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
本
コ
ン
テ
ス
ト
は
国
際
交
流
基
金
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
日
本
語
教
師
会
の
協
力
の
も

と
行
わ
れ
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
協
賛
と
い
う
形
で
支
援
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
渥
美
恭
弘
在
ジ
ャ
マ
イ
カ
日
本
大

使
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
教
育
・
青
年
大
臣
が
出
席
し
た
ほ

か
、
60
名
ほ
ど
の
観
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

10
名
の
参
加
者
は
日
頃
の
日
本
語
学
習
の
成
果
を
発

表
し
、「
私
の
好
き
な
も
の
」（
レ
ベ
ル
１
）
と
「
環
境

と
私
」（
レ
ベ
ル
２
）
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま

し
た
。コ
ン
テ
ス
ト
の
最
後
に
は
成
績
発
表
が
行
わ
れ
、

優
勝
者
は
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
コ
ン
テ
ス

ト
の
賞
品
と
し
て
、
日
本
語
の
本
や
日
本
文
化
に
親
し

ん
で
も
ら
え
る
グ
ッ
ズ
を
送
り
ま
し
た
。
現
地
で
は
な

か
な
か
手
に
入
ら
な
い
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
よ
う
で
、

参
加
者
た
ち
は
と
て
も
喜
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

イ
ン
ト
で
風
景
や
食
べ
物
な

ど
の
写
真
を
見
せ
な
が
ら
ス

ピ
ー
チ
を
し
ま
し
た
。
出
場

者
た
ち
は
初
級
レ
ベ
ル
で
し

た
が
、
と
て
も
流
暢
に
話
し

て
お
り
、
日
頃
の
日
本
語
学

習
へ
の
努
力
の
成
果
が
現
れ

た
よ
う
で
し
た
。

　

当
日
は
、
言
語
学
習
セ
ン

タ
ー
関
係
者
の
ほ
か
、
松
原

裕
在
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ

ゴ
日
本
国
大
使
の
出
席
が
あ

り
、
松
原
大
使
夫
人
、
Ｃ
Ｇ

Ｃ
Ｌ
代
表
者
お
よ
び
国
際
交

流
基
金
メ
キ
シ
コ
日
本
文
化

セ
ン
タ
ー
代
表
者
の
３
名
が

審
査
員
を
務
め
ま
し
た
。
そ

し
て
、
上
位
入
賞
者
の
発
表

と
松
原
大
使
よ
り
記
念
品
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
コ
ン
テ
ス
ト
で

も
引
き
続
き
、
現
地
の
日
本

語
や
日
本
文
化
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
出
場
者
数
は

前
回
の
倍
以
上
と
い
う
こ
と

で
、
今
後
ま
す
ま
す
活
気
の

あ
る
コ
ン
テ
ス
ト
に
な
っ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

上：渥美在ジャマイカ大使（右端）と参加者／下：会場の様子
（写真提供：在ジャマイカ日本国大使館）

左：同列 2 位となった学生たち／右：優勝した学生
（写真提供：在トリニダード・トバゴ日本国大使館）

コンテストに参加した 7 名

カリブ事業 カ
リ
ブ
事
業

　

２
０
２
３
年
11
月
17
日

に
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ

ゴ
に
あ
る
西
イ
ン
ド
諸
島

大
学
（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）
セ
ン
ト
・

オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
校
言
語
学

習
セ
ン
タ
ー
（Centre for 

Language Learning 

：
Ｃ

Ｌ
Ｌ
）
に
て
、
第
６
回
日
本

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
在
ト

リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
日
本

国
大
使
館
お
よ
び
Ｃ
Ｌ
Ｌ
が

共
催
し
、
国
際
交
流
基
金
、

カ
リ
ビ
ア
ン
ガ
ス
化
学
社

（Caribbean Gas Chem
ical 

Lim
ited

：
Ｃ
Ｇ
Ｃ
Ｌ
）、
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
が
支
援
と
い
う
形
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
参
加
者
は
７
名

で
、
全
員
初
級
レ
ベ
ル
に
出

場
し
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
チ
の
テ
ー
マ
は
、
ト

リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
あ
る

い
は
カ
リ
ブ
地
域
に
お
け
る

観
光
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境

の
中
か
ら
ど
れ
か
に
つ
い
て

選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
パ
ワ
ー
ポ
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滞在中の主なスケジュール
7/30（日） 来日

7/31（月）

APIC 事務所にてブリーフィング
駐日パラオ・ミクロネシア連邦・マーシャ
ル諸島大使館 表敬訪問
重家俊範 APIC 理事長主催 歓迎夕食会

8/1（火） 日本工営株式会社、そなエリア東京 訪問

8/2（水） 南洋貿易株式会社、JICA 訪問

8/3（木）
環境省、エネルギー庁、厚生労働省による
ブリーフィング

8/4（金） 東京外国人材採用ナビセンター 訪問

8/5（土）
広島へ移動
広島平和記念資料館、原爆ドーム等 視察

8/6（日） 宮島観光

8/7（月）
岡山へ移動
日生町漁業協同組合 訪問

8/8（火） 離日

太
平
洋
諸
国
・
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
三
か
国
若
手
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画

太平洋事業

シ
ャ
さ
ん
と
シ
ャ
ナ
イ
ア
さ
ん
は
、
オ
ウ
エ

氏
と
同
時
期
に
ザ
ビ
エ
ル
高
校
（
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
連
邦
）
に
在
籍
し
て
お
り
、
専
攻
も
オ

ウ
エ
氏
の
職
務
内
容
に
関
係
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
帰
国
後
に
仕
事
で
連
携
し
た
い
と
い

う
話
も
あ
り
、
両
者
に
と
っ
て
良
い
交
流
の

場
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

午
後
に
は
３
名
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
国
の
大

使
館
を
訪
問
し
、
大
使
館
の
役
割
や
大
使
自

身
の
経
験
な
ど
を
聞
く
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
夕
方
に
は
重
家
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
理
事
長

主
催
の
歓
迎
夕
食
会
が
開
催
さ
れ
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
中
の
訪
問
先
や
大
洋
州
の
関
係
者
が
集

い
、
３
名
の
来
日
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
午
前
は
日
本
工
営
株
式
会
社
を

訪
問
し
、
海
外
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
関
係
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
午
後
に
は
防
災
体
験
学
習
施
設
「
そ
な

エ
リ
ア
東
京
」
と
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
訪

問
し
ま
し
た
。
そ
な
エ
リ
ア
東
京
の
訪
問
で

は
３
名
と
も
「
災
害
発
生
時
の
対
応
に
関
し

て
良
い
勉
強
の
機
会
と
な
っ
た
」
と
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。

　

翌
２
日
は
南
洋
貿
易
株
式
会
社
を
訪
問

し
、
同
社
で
扱
っ
て
い
る
日
用
品
や
車
等
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
最
近
で
は

冷
凍
食
品
の
取
り
扱
い
も
始
め
、
現
在
は

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
に
冷
凍
の
和
牛
を
輸
出
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
参
加
者
か
ら
は
歓
喜

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
他
に
も
、
太
平
洋

で
行
わ
れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足

は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
停
電
な
ど

　

３
日
の
環
境
省
へ
の
訪
問
で
は
、
日
本
の

海
洋
保
護
政
策
を
テ
ー
マ
に
、
環
境
省
の
役

割
、
他
省
と
の
連
携
及
び
役
割
分
担
、
世
界

の
動
き
と
の
関
係
性
に
関
す
る
話
が
あ
り
ま

し
た
。
次
に
訪
問
し
た
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

で
は
、
日
本
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

を
テ
ー
マ
に
、
世
界
の
動
向
に
つ
い
て
の
説

明
の
後
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
や
、

太
陽
光
、
風
力
、
洋
上
、
揚
水
等
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
動
向
に
つ
い
て
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。
最
後
に
訪
問
し
た
厚
生
労
働
省

で
は
、
労
働
基
準
法
と
外
国
人
労
働
者
の
採

用
に
焦
点
を
あ
て
た
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
日
に
訪
問
し
た
東
京
外
国
人
採
用
ナ
ビ

セ
ン
タ
ー
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

い
る
企
業
と
外
国
人
労
働
者
の
求
職
者
に
対

す
る
サ
ポ
ー
ト
に
関
し
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
企
業
側
に
対
し
て
は
、
外
国
人
が
就
労

し
始
め
た
際
に
職
場
環
境
に
上
手
く
馴
染
む

よ
う
、
宗
教
や
文
化
面
で
の
配
慮
に
関
す
る

助
言
を
し
て
お
り
、
一
方
で
、
求
職
者
に
対

し
て
は
直
接
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
し
て
い
な
い

も
の
の
、
独
特
な
日
本
の
就
活
の
流
れ
に
苦

戦
す
る
外
国
人
の
た
め
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

地
方
視
察

　

５
日
に
は
東
京
を
出
発
、
広
島
へ
移
動
後
、

広
島
平
和
記
念
資
料
館
、
原
爆
ド
ー
ム
、
広

　

２
０
２
３
年
７
月
31
日
か
ら
８
月
８
日
の

日
程
で
、「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
三
か
国
若
手
リ
ー

ダ
ー
招
待
計
画
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
般

招
待
し
た
の
は
、
パ
ラ
オ
共
和
国
の
人
的
資

源
・
文
化
・
観
光
・
観
光
省
よ
り
レ
イ
モ
ン

ド
・
オ
ー
ガ
ス
ト
氏
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦

のSteady Palm
s

（
同
地
域
の
Ｉ
Ｔ
・
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
企
業
）よ
り
ヨ
ウ
タ
・
オ
ウ
エ
氏
、マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
共
和
国
の
海
洋
資
源
局
海
洋
資
源
局

保
護
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
よ
り
ブ

ラ
イ
ア
ン
ト
・
ゼ
ベ
デ
ィ
氏
の
３
名
で
す
。

３
年
越
し
の
実
施

　

本
計
画
は
当
初
２
０
２
０
年
に
実
施
予
定

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
延
期
と
な
り
、
こ
の
度
、
３
年
越

し
に
実
施
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
参
加
者
の
関
連
す
る

分
野
に
お
い
て
、
東
京
及
び
地
方
で
の
視
察

や
意
見
交
換
、
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
通
し
て

日
本
で
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
こ
と
で
参
加
者

の
母
国
へ
の
発
展
に
寄
与
す
る
一
助
と
な
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
招
待
し

た
ヨ
ウ
タ
・
オ
ウ
エ
氏
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
イ

ン
フ
ラ
整
備
分
野
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
・
ゼ
ベ

デ
ィ
氏
は
海
洋
保
護
分
野
、
レ
イ
モ
ン
ド
・

オ
ー
ガ
ス
ト
氏
は
人
材
開
発
分
野
に
関
わ
る

職
務
に
就
い
て
い
る
た
め
、
日
本
滞
在
中
は

そ
の
分
野
に
関
わ
る
団
体
や
省
庁
を
訪
問
し

ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
や
広
島
で
の
観
光
や

防
災
学
習
体
験
を
組
み
込
む
等
、
日
本
の
社

会
や
取
り
組
み
に
関
し
て
学
び
を
深
め
る
機

会
も
設
け
て
い
ま
す
。

東
京
で
の
視
察
・
訪
問

　

７
月
31
日
は
午
前
中
に
ま
ず
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
事

務
所
に
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
３
名
か
ら
は
「
日
本
で

の
取
り
組
み
を
学
び
、
母
国
に
応
用
で
き
る

も
の
は
取
り
込
み
た
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
支
援

し
て
い
る
ザ
ビ
エ
ル
留
学
生
と
Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学

生
と
面
会
し
ま
し
た
。
参
加
者
３
名
と
も
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は

来
日
前
か
ら
知
っ
て
お
り
、
学
生
た
ち
へ
研

究
内
容
や
専
攻
等
に
関
し
て
質
問
し
て
い
ま

し
た
。
特
に
今
年
９
月
に
卒
業
し
た
ナ
タ
ー

1

1. 駐日パラオ共和国大使館にて、アデルバイ大使（左から 2 番目）と　2. ザビエル留学生・MCT 留学生との面会
3. 日本工営株式会社を訪問　4. 南洋貿易株式会社を訪問アマモの種の選別作業体験中

島
城
を
訪
れ
、
宮
島
の
旅
館
で
の
滞
在
を
楽

し
み
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち
は
、
原
爆
ド
ー

ム
が
爆
心
に
近
い
場
所
に
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
現
存
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
、
資
料
館
を

訪
問
し
た
際
に
は
ビ
キ
ニ
環
礁
で
の
水
爆
実

験
も
話
題
に
上
り
ま
し
た
。
翌
６
日
に
は
厳

島
神
社
な
ど
宮
島
内
で
の
観
光
を
楽
し
み
、

そ
の
翌
日
の
岡
山
県
日ひ

な
せ生

訪
問
に
備
え
移
動

し
ま
し
た
。

　

７
日
は
日
生
町
漁
業
協
同
組
合
を
訪
問
し

ま
し
た
。
同
漁
協
は
ア
マ
モ
（
海
草
の
一
種
）

の
再
生
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
経
済
成
長
等

に
よ
る
環
境
問
題
に
伴
い
減
少
し
た
「
ア
マ

モ
場
」
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
減

少
し
た
魚
を
海
に
戻
す
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
活
動
内
容
の
説
明
後
、
参
加
者

た
ち
は
実
際
に
ア
マ
モ
の
種
の
選
別
作
業
を

体
験
し
ま
し
た
。

で
人
々
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
様
々
な

質
問
が
あ
り
、
高
い
関
心
が
あ
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
そ
の

後
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
の
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
で
は
堧
水
尾 

東
南
ア
ジ
ア

第
六
・
大
洋
州
課
課
長
よ
り
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
大
洋
州
に

お
け
る
協
力
事
業
の
規
模
等
の
概

要
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
奨
学
金
で
日
本

に
来
る
学
生
た
ち
等
に
関
し
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

太
平
洋
事
業

4 3 2
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日
本
語
や
東
ア
ジ
ア
の
社
会
等
、
様
々
な

テ
ー
マ
に
関
す
る
科
目
か
ら
３
つ
選
択
し
受

講
し
ま
し
た
。Sum

m
er Session

に
は
他

に
も
世
界
中
か
ら
多
数
の
大
学
生
が
参
加
し

て
お
り
、
多
様
な
文
化
を
持
つ
人
々
と
交
流

し
、
共
に
学
べ
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

週
末
に
は
日
本
文
化
を
体
験

　

週
末
に
行
わ
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
主
催
の
観
光

グ
ラ
ム
に
参
加
後
、
国
費
外
国
人
留
学
生
と

し
て
再
び
来
日
し
、
現
在
は
筑
波
大
学
大
学

院
で
学
ん
で
い
ま
す
。
今
回
招
待
し
た
学
生

の
中
に
は
今
後
、
日
本
の
大
学
院
に
進
学
す

る
こ
と
や
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
参
加
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
学
生
も
い
て
、
ボ

ビ
ー
さ
ん
の
自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
た
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

ボ
ビ
ー
さ
ん
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
本
計

画
に
よ
っ
て
来
日
し
た
の
ち
、
国
費
外
国
人

留
学
生
や
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
と
し

て
再
来
日
し
て
い
る
学
生
は
他
に
も
複
数
名

お
り
、
本
計
画
が
日
本
と
太
平
洋
・
カ
リ
ブ

地
域
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
き
っ
か
け
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

在
京
大
使
館
へ
表
敬
訪
問

　

今
回
の
学
生
の
訪
問
の
機
会
を
と
ら
え

て
、
在
京
大
使
館
に
も
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
活
動
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
い
う
観
点

イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、
７
月
１
日
は
都

内
観
光
を
行
い
、
陶
芸
体
験
の
ほ
か
、
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や
浅
草
な
ど
を
訪
問
し
ま
し

た
。
来
日
し
て
間
も
な
く
、
様
々
な
日
本
文

化
に
触
れ
て
、感
動
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

８
日
は
横
浜
を
訪
れ
、日
本
郵
船
氷
川
丸
、

横
浜
中
華
街
、
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
、
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
な
ど
を
訪
問
し
ま
し

た
。東
京
と
は
ま
た
違
っ
た
街
並
み
を
眺
め
、

上から、駐日ジャマイカ大使館、駐日ミクロネシア連邦大使館、
駐日パラオ共和国大使館への表敬訪問

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

15
日
は
株
式
会
社
エ
ヌ
ア
イ
デ
イ
の
協
力

の
も
と
、
千
葉
県
香
取
市
佐
原
を
訪
れ
ま
し

た
。
現
地
で
は
千
葉
県
立
佐
原
高
等
学
校
の

生
徒
た
ち
と
昼
食
を
共
に
し
、
香
取
神
宮
を

参
拝
し
、
ご
祈
祷
を
受
け
ま
し
た
。
高
校
生

た
ち
に
と
っ
て
も
英
語
で
交
流
す
る
貴
重
な

機
会
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
お
互
い
、
積
極
的

に
話
し
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
佐
原
の
大
祭 

夏
祭
り
」
に
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
関
東
三
大
山
車

祭
り
の
１
つ
と
称
さ
れ
、
約
３
０
０
年
の
伝

統
が
あ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
や
国

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
学
生
た
ち
は
地
元
の
方
々
に
混
ざ
っ

て
山
車
曳
き
体
験
を
し
た
あ
と
、
屋
台
で
買

い
物
を
し
た
り
、「
小
江
戸
」
と
呼
ば
れ
る

佐
原
の
町
並
み
を
眺
め
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
様
々
な
日
本
文
化
に
直
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
た
と
非
常
に
喜
ん
で
お
り
、「
こ
れ

ま
で
で
一
番
思
い
出
深
い
経
験
に
な
っ
た
」

と
言
う
学
生
も
多
く
い
ま
し
た
。

再
来
日
し
て
い
る
学
生
と
の
交
流

　

ま
た
、
佐
原
訪
問
に
は
、
過
去
に
本
招

待
計
画
に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
帰
国
後
再
び
日
本
を
訪
れ
て
い
る
ボ

ビ
ー
・
ス
ウ
ク
ー
さ
ん
も
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ボ
ビ
ー
さ
ん
は
２
０
１
７
年
の
プ
ロ

か
ら
、
カ
リ
ブ
５
か
国
か
ら
の
学
生
は
揃
っ

て
駐
日
ジ
ャ
マ
イ
カ
大
使
館
を
表
敬
訪
問

し
、
ま
た
太
平
洋
の
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
駐
日

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
大
使
館
、
駐
日
パ
ラ
オ

共
和
国
大
使
館
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
大
使
か
ら
は
、
学
生
た
ち
に
は
将

来
、
日
本
と
の
か
け
橋
と
し
て
活
動
し
て
ほ

し
い
と
激
励
が
あ
り
、
学
生
た
ち
も
是
非
日

本
に
留
学
し
た
い
、
ま
た
訪
れ
た
い
と
述
べ

て
い
ま
し
た
。

修
了
式
・
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
最
終
日
に
は
、
上
智
大
学
に

て
修
了
式
・
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
修
了
式
で
は
重
家
俊
範

1. 陶芸体験中の様子　2. 横浜のカップヌードルミュージアムにて　3. 「佐原の大祭」にて

ボビーさんも参加

太平洋・カリブ事業

太平洋・カリブ
学生招待計画
Student Invitation Program

2023

太平洋・カリブ事業

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
理
事
長
お
よ
び
森
下
哲
朗 

上
智

大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
担
当
副
学
長
か
ら

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
重
家
理
事

長
よ
り
学
生
ひ
と
り
ひ
と
り
に
修
了
証
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
学
生
た
ち
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
訪
れ
た
場
所
や
印
象
深
か
っ
た
イ
ベ
ン

ト
等
の
写
真
を
見
せ
な
が
ら
、
日
本
で
の
滞

在
の
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
フ
ェ

ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
ア
デ
ル
バ
イ

駐
日
パ
ラ
オ
大
使
に
よ
る
乾
杯
の
挨
拶
が
あ

り
、
学
生
た
ち
が
発
表
し
た
内
容
に
も
触
れ

な
が
ら
、「
今
後
も
さ
ら
に
多
く
の
学
生
を

呼
べ
る
よ
う
に
な
る
と
良
い
」
と
感
想
を
述

べ
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
６
月
29
日
か
ら
７
月
22
日

ま
で
の
間
、
太
平
洋
・
カ
リ
ブ
地
域
よ
り

計
８
名
の
大
学
生
を
招
待
し
ま
し
た
。
招
待

学
生
た
ち
は
日
本
滞
在
中
、
上
智
大
学
の

短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム“Sum

m
er Session in 

East Asian Studies”

（
以
下
、Sum

m
er 

Session

）
に
参
加
し
た
ほ
か
、
週
末
に
は

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
主
催
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

日
本
文
化
に
親
し
み
ま
し
た
。

約
３
年
ぶ
り
の
実
施

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
で
は
２
０
２
０
年
ま
で
毎
年
１

月
に
本
計
画
を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
し
ば
ら
く
中
止
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
今
般
、
上
智
大
学
の
夏
季
の
短

期
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
数
年
ぶ
り
に
対
面
で
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
今
年
度
は
初

め
て
夏
季
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
本
計
画

を
再
開
し
ま
し
た
。
６
回
目
の
実
施
と
な
る

今
回
は
、太
平
洋
地
域
よ
り
３
名
（
ナ
ウ
ル
、

パ
ラ
オ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
）
お
よ
び
カ

リ
ブ
地
域
よ
り
５
名
（
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
バ
ル

バ
ド
ス
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
、
ア
ン

テ
ィ
グ
ア
・
バ
ー
ブ
ー
ダ
、
セ
ン
ト
ル
シ
ア
）

の
学
生
を
招
待
し
ま
し
た
。

　

招
待
学
生
た
ち
はSum

m
er Session

（
実

施
期
間
：
２
０
２
３
年
６
月
30
日
～
７
月
21

日
）
の
約
３
週
間
の
研
修
期
間
を
通
し
て
、

日
本
の
文
化
、
教
育
、
歴
史
、
社
会
の
ほ
か
、

2

3

1
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日
本
を
訪
れ
、
学
ぶ
と
い
う
一
生
に
一

度
の
機
会
を
得
ら
れ
、
他
に
は
な
い
経
験

が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
思
い
出
や
築

い
た
関
係
は
、
私
の
中
で
最
も
大
切
な
も

の
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。
驚
く
ほ
ど
速

く
、
効
率
的
な
新
幹
線
か
ら
、
夏
風
に
そ

よ
ぐ
葉
の
さ
さ
や
き
ま
で
、
全
て
が
私
の

関
心
を
引
き
、
わ
く
わ
く
感
と
畏
敬
の
念

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
こ
れ

ま
で
の
人
生
の
中
で
は
、
日
本
と
そ
の
文

化
に
つ
い
て
音
楽
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
を
通
じ
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
、
実
際
の
日
本

で
の
生
活
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
正
確

に
教
え
て
く
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
は
直
接
の
経
験
で
し
か
学

べ
な
い
こ
と
で
す
。
日
本
と
私
の
国
と
の

大
き
な
違
い
の
一
つ
は
、
公
共
交
通
機
関

と
し
て
地
下
鉄
が
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
の
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
に
は
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
、

水
上
フ
ェ
リ
ー
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
日
本
で
は
、
例
え
ば
東
京
の
中
心
か
ら

江
ノ
島
の
海
岸
ま
で
ど
こ
へ
で
も
行
け
る

よ
う
な
、
広
範
な
鉄
道
網
が
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
こ
れ
は
、
私
が
友
達
と
一
緒
に

訪
れ
た
場
所
で
す
。

　

日
本
滞
在
中
に
経
験
し
た
数
々
の
出
来

事
の
中
で
、
日
本
人
と
交
流
で
き
た
こ
と

は
、
お
そ
ら
く
私
に
と
っ
て
最
も
価
値
の

あ
る
経
験
の
一
つ
で
し
た
。
私
は
か
な
り

長
い
間
、
一
人
で
日
本
語
を
学
ん
で
き
ま

し
た
が
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
に
あ
る
日
本
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
と
て
も
小
さ
い
で
す
。

そ
の
た
め
、
日
本
人
と
話
し
、
交
流
で
き

た
の
は
非
常
に
充
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
交
流
と
関
わ
り
を
通
じ
て
、
日

本
語
の
練
習
だ
け
で
な
く
、
今
ま
で
学
べ

な
か
っ
た
、
日
本
の
日
常
生
活
の
文
化
的
・

社
会
的
な
側
面
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
は
、
私
が

今
回
築
け
た
新
し
い
関
係
を
維
持
し
、
日

本
と
の
未
来
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
目
指

す
中
で
、
有
益
で
あ
り
続
け
る
で
し
ょ
う
。

　

私
は
フ
ィ
ジ
ー
の
ス
バ
に
あ
る
南
太
平
洋
大

学
ラ
ウ
カ
ラ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
三
年
生
で
、
社
会

学
と
社
会
福
祉
を
専
攻
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
に
選
ば
れ
、
喜
び
を
感
じ

る
と
と
も
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
私

を
信
じ
て
く
れ
た
方
々
と
神
様
に
感
謝
し
ま
す
。

　

南
太
平
洋
に
位
置
す
る
小
さ
な
開
発
途
上
国

で
あ
る
ナ
ウ
ル
か
ら
来
た
私
に
と
っ
て
、
日
本

は
非
常
に
洗
練
さ
れ
た
国
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
国
を
訪
れ
て
き
ま
し
た
が
、

日
本
の
清
潔
さ
、
安
全
性
、
人
々
の
姿
勢
に
は

感
動
し
ま
し
た
。
携
帯
電
話
や
カ
バ
ン
を
置
き

忘
れ
た
と
き
に
、後
を
走
っ
て
追
い
か
け
て
持
っ

て
き
て
く
れ
る
ほ
ど
謙
虚
な
国
は
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
最
高
の
待
遇
に
加
え
て
、
日
本

は
素
晴
ら
し
い
ト
イ
レ
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

他
の
国
々
に
も
日
本
の
ト
イ
レ
を
導
入
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

上
智
大
学
の
熱
意
は
、
私
の
学
問
に
お
け
る

ハ
イ
ラ
イ
ト
の
一
つ
で
あ
り
続
け
ま
す
。「
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
」
の
授
業
は
最
も
興
味

深
く
冒
険
的
な
科
目
の
一
つ
で
、
私
が
今
ま
で

受
け
た
ど
の
授
業
と
も
異
な
り
ま
し
た
。
日
本

の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
に
つ
い
て
学
び
、

そ
れ
が
私
の
文
化
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
日
本
が
ど
の
よ
う
に
進
化
し

て
き
た
か
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
知
識
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
本
の
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
、
私
の

視
野
を
広
げ
る
も
の
で
し
た
。
日
本
の
陶
芸
を

体
験
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
に

と
っ
て
初
め
て
の
試
み
で
、
日
本
の
食
文
化
の

重
要
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
啓
発
的
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。

　

仏
教
寺
院
で
あ
る
「
浅
草
寺
」
も
、
日
本
で

訪
れ
た
素
晴
ら
し
い
歴
史
的
な
場
所
の
一
つ
で

し
た
。
国
際
色
豊
か
な
訪
問
客
で
に
ぎ
わ
っ
て

お
り
、
お
土
産
や
骨
董
品
、
地
元
の
食
品
、
現

代
料
理
と
古
典
料
理
な
ど
を
買
い
ま
し
た
。
飴

で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
苺
や
ぶ
ど
う
が
売
ら

れ
て
い
る
様
子
を
見
て
、
こ
の
文
化
の
多
様
性

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
紫
色
の
ぶ
ど
う
味
の

か
き
氷
は
素
晴
ら
し
く
、
日
本
の
湿
度
と
気
温

の
高
い
夏
の
気
候
の
中
で
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
。
人
力
車
に
も
乗
っ
て
み
ま
し
た
が
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

他
に
も
多
く
の
場
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
は
、
東
京
の
街
を
見
渡
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
渋
谷
の
街
を
歩
き
回
っ
て

交
差
点
を
渡
る
経
験
を
し
た
り
、
素
晴
ら
し
い

寿
司
や
伝
統
的
な
料
理
が
提
供
さ
れ
て
い
る
飲

食
店
へ
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド

ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪
れ
、
そ
の
歴
史
を
知
る

こ
と
は
本
当
に
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

　

日
本
の
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
本
当
に

多
岐
に
渡
り
、
書
き
た
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
私
の
心
に
残
り
、

大
学
の
友
達
に
も
話
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

将
来
ま
た
日
本
を
訪
れ
、
こ
の
美
し
い
国
に
つ

い
て
も
っ
と
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
テ
ィ
グ
ア
の
Ｕ
Ｗ
Ｉ
フ
ァ
イ
ブ
ア
イ

ラ
ン
ズ
校
か
ら
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
学

生
と
し
て
参
加
し
た
こ
の
冒
険
は
、
私
に

と
っ
て
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
も
の

で
し
た
。
い
つ
か
将
来
、
再
び
訪
れ
る
機
会

を
心
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
私
は
「
日
本

語
」、「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
」、
そ
し

て
「
近
代
史
」
の
３
つ
の
科
目
を
履
修
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
科
目
は
、
私
の
日
本
に
関

す
る
知
識
を
深
め
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の

研
究
に
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
洞

察
を
得
ら
れ
、
国
際
的
な
視
点
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
の
一
つ
は
、
富
士

山
へ
の
訪
問
で
し
た
。
こ
の
日
本
を
象
徴
す

る
山
を
見
た
瞬
間
、
息
を
の
む
ほ
ど
感
動
し

ま
し
た
。
そ
の
日
の
忘
れ
ら
れ
な
い
ハ
イ
ラ

イ
ト
は
、
初
め
て
温
泉
を
体
験
し
た
こ
と
で

す
。
日
本
の
自
然
美
の
中
で
、静
か
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
瞬
間
で
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
大
切
な
思
い
出
は
、
佐
原
へ

の
日
帰
り
旅
行
で
、
私
た
ち
は
積
極
的
に
山

車
曳
き
の
お
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

現
地
で
の
体
験
は
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
機
会
と
な
り
、
日
本

の
伝
統
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
彼
ら
の
活

気
あ
ふ
れ
る
文
化
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
最
も
充
実
し
て
い
た

部
分
の
一
つ
は
、
日
本
語
を
学
ん
だ
こ
と
で

し
た
。
難
し
か
っ
た
で
す
が
や
り
が
い
が
あ

り
、
実
際
に
日
本
人
と
交
流
し
、
有
意
義
な

対
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
問
的
・
文
化
的
な
経
験
の
ほ
か
、
私
は

長
く
続
く
友
情
を
築
く
機
会
を
与
え
ら
れ
た

こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。
太
平
洋

諸
国
や
、
Ｕ
Ｗ
Ｉ
の
他
の
キ
ャ
ン
パ
ス
（
モ

ナ
、
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
、
ケ
ー
ブ

ヒ
ル
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
学
生
た

ち
と
出
会
い
、
絆
を
深
め
る
こ
と
は
忘
れ
ら

れ
な
い
機
会
で
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
員
と
し
て
参
加
で

き
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
て
お
り
、
他
の
人

に
も
参
加
し
て
み
る
こ
と
を
心
か
ら
勧
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
異
文
化
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
持
続
的
な
友
情
を
築
き
、
個

人
的
成
長
を
体
験
で
き
る
素
晴
ら
し
い
機
会

に
な
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
を
通
し
て
上
智
大
学
の
東
ア
ジ
ア
研

究
を
テ
ー
マ
と
し
た
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

た
時
間
は
、
私
の
視
野
を
広
げ
、
日
本
へ
の
理

解
を
深
め
、
そ
の
文
化
と
歴
史
へ
の
生
涯
に
わ
た

る
情
熱
を
か
き
立
て
る
と
い
う
、
豊
か
で
革
新
的

な
経
験
で
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
独
自
の
特

徴
で
あ
る
学
術
的
な
厳
格
さ
と
、
自
分
が
そ
の
環

境
の
中
に
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
体
験
は
、
週

末
に
訪
れ
た
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や
佐
原
の
お
祭

り
、
陶
芸
教
室
な
ど
の
魅
力
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ト

リ
ッ
プ
も
含
め
、
私
の
知
的
お
よ
び
個
人
的
な
成

長
に
忘
れ
ら
れ
な
い
印
象
を
残
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
一
つ
は
、

東
京
の
象
徴
で
あ
る
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
へ
の
訪

問
で
す
。
そ
の
壮
大
な
高
さ
を
登
る
に
つ
れ
て
、

広
大
な
大
都
市
の
息
を
の
む
よ
う
な
パ
ノ
ラ
マ
の

景
色
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
構
成
す
る
現
代
的
か
つ
伝
統
的
な
一

面
を
垣
間
見
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
そ
び
え
立
つ

摩
天
楼
は
、
数
世
紀
前
か
ら
存
在
し
て
い
る
寺
院

と
調
和
し
な
が
ら
共
存
し
て
お
り
、
東
ア
ジ
ア
文

化
を
特
徴
づ
け
る
発
展
と
保
存
の
繊
細
な
バ
ラ
ン

ス
を
反
映
し
て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
に
よ
っ
て
、

社
会
の
発
展
を
理
解
す
る
う
え
で
の
歴
史
的
背
景

の
重
要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

活
気
あ
る
佐
原
の
お
祭
り
に
身
を
投
じ
る
こ
と

は
、
ま
る
で
生
き
た
キ
ャ
ン
バ
ス
に
足
を
踏
み
入

れ
た
感
覚
で
、
そ
こ
で
は
伝
統
と
地
域
社
会
の
筆

遣
い
が
融
合
し
て
喜
び
に
満
ち
た
展
覧
会
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
精
巧
に
飾
り
付
け
ら
れ
た
山
車
が

佐
原
の
町
中
を
パ
レ
ー
ド
す
る
光
景
は
、
日
本
の

豊
か
な
文
化
遺
産
に
直
接
触
れ
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
経
験
で
は
、
文
化
的
な
儀
式
が
い
か

に
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
維
持
と
、
世
代

間
の
繋
が
り
の
促
進
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
か
を

再
認
識
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
の
東
ア
ジ
ア
研
究

の
基
盤
と
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
で
し
た
。

　

陶
芸
体
験
は
、
私
た
ち
を
伝
統
的
な
職
人
技

術
の
世
界
に
引
き
込
む
実
践
的
な
活
動
で
し
た
。

熟
練
し
た
職
人
の
指
導
の
も
と
で
粘
土
を
形
作

り
な
が
ら
、
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
き

た
職
人
技
術
に
対
し
て
深
く
理
解
し
て
い
き
ま

し
た
。
こ
の
体
験
は
、
文
化
的
な
物
語
の
保
存

と
一
体
感
を
育
む
こ
と
に
お
け
る
芸
術
の
役
割

を
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
実
用
的
な
技
術
の

習
得
以
上
に
、
運
動
感
覚
に
よ
る
学
び
が
与
え

る
多
大
な
影
響
を
例
示
し
て
お
り
、
私
は
こ
れ

を
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
を
学
ぶ
際
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
方
針
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

上
智
大
学
で
の
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、

私
の
旅
は
、
魅
力
的
な
週
末
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ト

リ
ッ
プ
と
組
み
合
わ
さ
り
、
文
化
、
遺
産
、
知

識
の
成
長
の
多
面
的
な
探
求
で
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
は
、
東
ア
ジ
ア
社

会
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
私
の
心
に
忘
れ
ら

れ
な
い
印
象
を
残
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
日
本

の
複
雑
さ
に
対
す
る
よ
り
深
い
理
解
お
よ
び
文

化
的
な
共
感
へ
の
更
な
る
献
身
を
持
ち
な
が
ら

進
ん
で
い
く
中
で
、
私
は
こ
の
啓
発
的
な
学
問

の
旅
の
中
で
得
ら
れ
た
革
新
的
な
経
験
と
生
涯

に
わ
た
る
繋
が
り
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

プログラムに参加した 8 名の学生のうち、4 名の感想文を掲載しています。（APIC による和訳）

西インド諸島大学 ファイブアイランズ校
University of the West Indies (Five Islands Campus)

ルエッタ・ダリー さん
Ms. Louetta Daly

アンティグア・バーブーダ

（写真左）

南太平洋大学
University of the South Pacific

デルフィーナ・ダニエル さん
Ms. Delphina Daniel

ナウル

西インド諸島大学 セント・オーガスティン校
University of the West Indies (St. Augustine Campus)

アヴィエル・ラムキスーン さん
Mr. Aviel Ramkissoon

トリニダード・トバゴ

パラオ短期大学
Palau Community College

カーリー・マドランガー さん
Ms. Karly Madrangchar

パラオ

参加した学生の声参加した学生の声
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太平洋・カリブ事業

太平洋・カリブ
記者招待計画
APIC Japan Journalism Fellowship

2023

太平洋・カリブ事業

滞在中の主なスケジュール
10/14（土） 来日

10/15（日） 都内視察

10/16（月）
APIC によるプログラムオリエンテーション
外務省ブリーフィング（大洋州課、カリブ室）

10/17（火）
鹿児島へ移動
埋立最終処分場（曽於南部厚生事務組合清掃
センター）、そおリサイクルセンター視察

10/18（水）
有機堆肥工場 視察
大崎小学校、大崎町役場 訪問

10/19（木）

大崎町ごみ出し視察・住民へのインタビュー
熊本県人吉市へ移動
人吉市役所 訪問
水ノ手橋（防災アラートシステム）、鍋屋旅館、
大和一酒造元 視察
熊本市へ移動

10/20（金）
熊本地震震災ミュージアム KIOKU 視察
熊本日日新聞社 訪問

10/21（土）
熊本城ガイドツアー
東京へ移動

10/22（日） 着物着付けと茶道体験

10/23（月）
WOTA 株式会社 訪問
プログラム修了式・重家 APIC 理事長主催夕
食会

10/24（火） 日本メディアとの懇談

10/25（水） 離日

　

２
０
２
３
年
10
月
14
日
か
ら
25
日
ま
で
、

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、公
益
財
団
法
人
フ
ォ
ー
リ
ン
・

プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ｐ
Ｃ
Ｊ
）
の
協
力
の

も
と
、「
環
境
保
護
と
防
災
」を
テ
ー
マ
と
し
、

太
平
洋
島
嶼
国
・
地
域
か
ら
４
名
、
カ
リ
ブ

地
域
の
国
か
ら
１
名
の
計
５
名
の
記
者
の
参

加
を
得
て
、「
太
平
洋
・
カ
リ
ブ
記
者
招
待

計
画
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
か
ら
ロ
バ
ー

ト
・
イ
ロ
ガ
氏
、
バ
ヌ
ア
ツ
か
ら
ア
ニ
タ
・

ロ
バ
ー
ツ
氏
、
フ
ィ
ジ
ー
か
ら
シ
ャ
ヤ
ル
・

デ
ビ
氏
、グ
ア
ム
か
ら
ト
マ
ス
・
マ
ン
グ
ロ
ー

ナ
Ⅱ
氏
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
か
ら
ラ

イ
ア
ン
・
ベ
イ
チ
ュ
ー
氏
。
加
え
て
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
フ
ロ

イ
ド
・
タ
ケ
ウ
チ
氏
、副
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
ド
ー
ン
・
マ
タ
ス
氏
の
２
名
も
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
記
者
招
待
計
画
に
お
い
て

は
、
各
記
者
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
指
導
の
下
、
毎
日
、
取
材
を
終

え
た
後
、
確
認
・
打
合
せ
を
行
い
、
記
事
を

１
本
以
上
執
筆
す
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
地
方
視
察
に
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の

側
嶋
常
務
理
事
代
行
が
同
行
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
一
行
は
、
都
内
の
ほ
か
、
鹿
児
島

県
大
崎
町
、
熊
本
県
人
吉
市
、
南
阿
蘇
村
、

熊
本
市
で
取
材
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
２
０
１
５
年
以
降
毎
年
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

に
２
０
２
０
年
と
２
０
２
１
年
は
中
止
し
、

２
０
２
２
年
に
再
開
し
て
、
２
０
２
３
年
で

通
算
７
回
目
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

＊
＊
＊

都
内
視
察
と
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

　

10
月
15
日
に
記
者
た
ち
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
合
流
し
、
最
初
の
助

言
を
得
て
都
内
を
経
験
し
た
後
、
16
日
に
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
お
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の

全
般
的
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
業
務
等
に
つ
い
て
、
重
家
理
事
長

に
個
別
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
行
は
外
務
省
を
訪
問
し
、
ア
ジ

ア
大
洋
州
局
大
洋
州
課
と
中
南
米
局
カ
リ
ブ

室
か
ら
、
各
国
・
地
域
と
日
本
と
の
関
係
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

鹿
児
島
大
崎
町
に
て
リ
サ
イ
ク
ル
の
状

況
を
取
材

　

一
行
は
、
17
日
に
鹿
児
島
県
に
移
動
し
、

19
日
朝
ま
で
、
ご
み
を
27
品
目
に
分
別
し
14

年
連
続
リ
サ
イ
ク
ル
率
日
本
一
（
２
０
２
０

年
、
８
３
・
１
％
）
を
誇
る
大
崎
町
の
取
組

に
つ
い
て
視
察
し
取
材
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
間
、
東
靖
弘
大
崎
町
長
を
表
敬
し
、
同
町

の
政
策
や
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
埋

　

焼
却
炉
を
持
た
な
い
大
崎
町
は
、
埋
立
最

終
処
分
場
が
手
狭
と
な
る
中
、
焼
却
炉
の
設

置
や
埋
立
最
終
処
分
場
の
拡
大
で
は
な
く
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
ご
み
の
量
を
減
ら
す
こ

と
を
決
断
し
、
住
民
の
同
意
を
得
て
、
日
本

一
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
町

の
ご
み
の
そ
れ
ぞ
れ
約
３
割
を
占
め
る
「
生

ご
み
」
と
「
割
り
箸
、
草
木
剪
定
く
ず
」
を

利
用
し
、
堆
肥
を
生
産
し
、
ご
み
の
約
６
割

を
資
源
化
し
た
上
で
、
さ
ら
に
分
別
に
よ
る

ご
み
の
資
源
化
に
よ
り
８
割
超
の
リ
サ
イ
ク

ル
率
を
達
成
し
、
埋
立
最
終
処
分
場
に
捨
て

る
ご
み
の
量
を
減
ら
し
て
い
る
の
で
す
。

熊
本
県
に
お
い
て
水
害
対
応
と
地
震
対

応
を
取
材

　

一
行
は
、
19
日
に
、
熊
本
県
へ
移
動
し
、

設
を
視
察
し
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

20
日
は
、
午
前
中
、
南
阿
蘇
村
の
熊
本
地

震
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
訪
問

し
、
２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
の
状
況
や
予

め
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
地
震
に
対
す

る
備
え
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

午
後
、
熊
本
日
日
新
聞
社
を
訪
問
し
、
編
集

局
長
か
ら
２
０
２
０
年
の
豪
雨
災
害
の
際
の

同
新
聞
社
の
対
応
や
教
訓
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
同
新
聞
社
を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
な
お
、
記
者
た
ち
は
同
新
聞
社
の
記
者

か
ら
取
材
を
受
け
ま
し
た
。

　

21
日
午
前
、
一
行
は
、
地
震
災
害
か
ら

復
興
途
上
に
あ
る
熊
本
城
を
訪
問
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ガ
イ
ド
か
ら
熊
本
城
の
地

震
被
害
や
復
興
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

再
び
都
内
視
察
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
修

了
式

　

22
日
に
記
者
た
ち
は
着
物
着
付
け
と
茶
道

を
体
験
し
、
日
本
文
化
を
学
び
ま
し
た
。

　

23
日
に
は
、
世
界
の
水
問
題
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ａ
株
式
会

社
を
訪
問
し
、
同
社
の
製
品
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
同
日
夕
方
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

修
了
式
と
重
家
理
事
長
主
催
夕
食
会
が
開
催

さ
れ
、
各
記
者
は
取
材
の
成
果
を
報
告
し
ま

し
た
。
記
者
た
ち
は
、
視
察
し
た
リ
サ
イ
ク

ル
の
取
組
が
大
変
参
考
に
な
っ
た
こ
と
、
実

施
し
た
報
道
に
対
し
既
に
自
国
で
大
き
な
反

応
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
披
露
し

ま
し
た
。

　

一
行
は
、24
日
に
朝
日
新
聞
社
を
訪
問
し
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
同
士
と
し
て
活
発
な
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

住民による実際のごみ出し視察 肥料生産過程を体験

立
最
終
処
分
場
、
そ
お
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
、
及
び
、
有
機
堆
肥
工
場
を
視
察
し
、

同
工
場
で
は
実
際
に
肥
料
生
産
過
程
を
体
験

す
る
と
と
も
に
、
住
民
た
ち
が
実
際
に
分
別

し
な
が
ら
ご
み
出
し
を
し
て
い
る
様
子
を
取

材
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
行
は
大
崎
小
学
校

で
６
年
生
と
の
国
際
交
流
行
事
に
参
加
す
る

と
と
も
に
、
昼
の
給
食
を
一
緒
に
食
べ
、
生

徒
が
、
食
後
、
牛
乳
の
紙
容
器
を
洗
っ
て
資

源
と
し
て
い
る
様
子
を
見
ま
し
た
。

人
吉
市
役
所
で
２
０
２
０
年
の

豪
雨
災
害
の
状
況
と
被
災
後
に

水
ノ
手
橋
に
球
磨
川
の
氾
濫
危

険
度
を
知
ら
せ
る
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
防
災
ア
ラ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し
た
こ
と
等
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
水
ノ
手
橋
を
視
察

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
鍋
屋
旅

館
で
被
災
の
説
明
を
受
け
復
興

状
況
を
視
察
し
、
大
和
一
酒
造

元
で
被
災
の
状
況
と
そ
れ
を
教

訓
に
改
造
新
築
さ
れ
た
酒
蔵
施

上：改造新築された酒造施設
下：熊本地震震災ミュージアム KIOKU にて
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「ザビエル留学生奨学金」は 2014 年に始まった奨学金制度で、ミクロネシア連邦チューク州にあるザビ

エル高校・上智大学・APIC の三者間の合意に基づき、ザビエル高校から上智大学への留学生を支援する

プログラムです。本奨学金制度により、これまでに 6 名が本奨学金制度によって上智大学を卒業しました。
ザビエル
留学生

「
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）
大
学
院
生
支
援
制
度
」
を
新
設

　

カ
リ
ブ
地
域
の
環
境
問
題
に
携
わ
る
人
材
の
育
成

を
行
う
と
い
う
観
点
か
ら
、
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
（
Ｕ

Ｗ
Ｉ
）
の
協
力
の
も
と
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学

制
度
と
同
様
の
大
学
院
留
学
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
今
般
、
Ｕ
Ｗ
Ｉ
・
上
智
大
学
・
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
三

者
間
の
協
定
が
締
結
さ
れ
、
２
０
２
３
年
度
よ
り
毎

年
、
Ｕ
Ｗ
Ｉ
か
ら
の
学
生
１
名
が
上
智
大
学
大
学
院

地
球
環
境
学
研
究
科
へ
入
学
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

ニキータ・クナール さん
Ms. Nikita Kunar

第 1 期 APIC-UWI 留学生

第８期ザビエル留学生が上智大学に入学
2023 年 9 月 21 日、第 8 期ザビエル留学生としてパラオ出身のユリ・ホセイさんと、

ミクロネシア連邦出身のイザベラ・コストカさんが上智大学に入学しました。

　活気あるカリブ海の中心にあるバルバドスのターコイズブルーの海。

私、ニキータ・クナールは、常に夕日が空に傑作を描く場所から来ま

した。そして今回、新たな旅が私を日出づる国、日本へ導いてくれました。

ここでは、名門の上智大学で、地球環境学の修士課程を追求するスリ

リングな冒険に乗り出しました。

　秋学期が始まって以来、都市の持続可能性、リサイクル工学、戦略

的環境マネジメントなどの授業は非常に興味深いものでした。さらに、

上智大学の教授やスタッフは信じられないほどサポートしてくれており、

私の新しい生活への移行をスムーズに進めることができています。

　日本では、毎日が平穏と畏敬の念で彩られたキャンバスのようです。

来日して以来、自然と都会の奇跡との融合に魅了されています。たい

焼きと緑茶は愛おしいコンビになり、カピバラやナマケモノと出会って

ワクワクしました。言語に関して言えば、夢中になっています。今後の

人生の中で、流暢に話せるようになるといいなと思います。今は話すよ

りも聞くことに重点を置いて一歩ずつ進んでいますが、日本での滞在

期間が終了するまでには日本語で会話ができるようになることを願っ

ています。日本にいる今、正直に言うとこれまでで一番心が穏やかです。

東京はとても便利で、電車のシステムも非常に効率的で、生活をとて

も楽にしてくれます。

　最後に、日本と上智大学での経験は今のところ豊かなものになって

います。APIC と上智大学が提供してくれた機会に心から感謝しており、

この楽しい冒険が続く中、日本文化や環境学にさらに没頭したくてた

まりません。

ユリ・ホセイ さん
Ms. Yuri Hosei

第 8 期ザビエル留学生

イザベラ・コストカ さん
Ms. Isabella Kostka

第 8 期ザビエル留学生

　日本へ行って学問を続ける決断をするのは簡単なことではあ

りませんでした。大学選びをしていた際に、私が昔、ザビエル

高校に進学することを決めたときのことを思い出しました。当

時 13 歳の私にとって、家族から離れた場所に住み、自立する

方法を学ぶのは、難しい状況でした。ところが、日本に来て

初めて、島での生活から都会での生活に移行することが、他

にはない大きな変化であることに気付きました。

　日本に着いた途端にカルチャーショックを受けました。混雑

した電車や人の多さが私を不安にさせました。その時、こんな

に忙しい街でどうやって生き延びていくのか、悪い方向に考え

すぎてしまうようになりました。ホームシックの気持ちが湧き

上がり、日本に来ることが正しい選択だったのか心配になりま

した。しかし、人混みを抜けて大きな建物と明るい光景を目

にしてから、すべてが変わりました。その瞬間、不安が消え、

落ち着いた気分になりました。街並みに魅了され、日々をどの

ように過ごすか空想し始めました。

　その後、ついに上智大学のキャンパスに足を踏み入れる日

がやってきました。すべてが私を驚かせました。日本のような

先進国ではない国に住んでいたので、自動販売機でさえもワ

クワクしました。キャンパスを歩き回り、友達と笑い合う学生

たちを見て、歓迎されているように感じました。その時、私は

自分にとって正しい場所を選んだのだとわかりました。

　上智大学を卒業するだけでなく、大学で学んだことを日常生

活の中でも活かし、持続可能な未来のために貢献できる人に

なることを望んでいます。これから起きるどのようなことでも

参加する意思はあります。恵みであろうと困難であろうと、日

本と上智大学が提供する経験から学びたいと思っています。

　私の名前はユリ・ホセイで、パラオ共和国出身で

す。島の自然に囲まれながら育つ機会に恵まれた私

は、清らかな環境を維持することの重要性に気付きま

した。私はパラオ人の父と日本人の母を持つ多民族な

家族の長女です。幼い頃から、それぞれの言語や多

くの伝統的な慣習、そして異なるけれども似ている生

活様式まで、両方の文化に触れてきました。自分の経

験を胸に誇りに思い、高等教育を受けて得られた成

果を故郷の島と共有することを楽しみにしています。

　私の上智大学と日本での人生全体を通じて、上智大

学 SPSF（※）の一環として提供される総合人間科学

部教育学科で学ぶ機会を最大限に活かし、同時に、

島で子供時代を過ごしている間に見逃してしまった日

本のライフスタイルで生活を豊かにしたいと思ってい

ます。持続可能な未来に着目する本プログラムを通じ

て、私は持続可能な開発目標（SDGs）を繰り返し意

識するようになり、また、持続可能性に関連する教育

コースを履修することで、パラオの未来に対する期待

と不安のどちらも感じています。ここで学べることは

とても多いです。

　上智大学、APIC、およびザビエル高校が提供してく

れたこの機会に対して、私は感謝の意を尽くすことは

できません。私はこの分野でたくさんの知識を獲得し、

ミクロネシア地域における教育の質を向上させるため

に努力します。

（※ Sophia Program for Sustainable Futures の略。６学科
連携の英語コース）

り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
大
学
院
で
の
学
び
を
通

し
て
、
カ
リ
ブ
地
域
の
国
々
の
環
境
問
題
に
関
し
て

取
り
組
み
、
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
物
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
第
１
期
生
と
し
て
、
Ｕ
Ｗ
Ｉ
ケ
ー
ブ
ヒ

ル
校
の
卒
業
生
ニ
キ
ー
タ
・
ク
ナ
ー
ル
さ
ん
が
同
研

究
科
に
入
学
し
ま
し
た
。
今
後
２
年
間
を
か
け
て
修

士
号
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

New

今期の
新入生たち

留
学
生
支
援
事
業
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１
．
上
智
大
学
で
の
学
生
生
活
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。
こ
こ
で
学
ぶ
こ
と
を
決
断
し
た
理
由
は
何
で
す
か
。

ど
の
よ
う
な
勉
強
・
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
か
。

　

上
智
大
学
で
の
私
の
生
活
は
す
べ
て
読
書
に
捧
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
授
業
や
卒
業
論
文
に
関
連
す
る
資
料
を

読
ま
な
い
日
は
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
正
直
に

言
う
と
、
私
は
こ
の
奨
学
金
の
受
給
者
の
一
人
と
し
て
選

ば
れ
た
た
め
、
上
智
大
学
で
学
ぶ
こ
と
を
選
び
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
地
球
環
境
学
の
高
等
教
育
を
追
求
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

２
．
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
期
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
学
生
生
活
で
し
た
か
。

　

上
智
大
学
に
通
う
に
あ
た
っ
て
難
し
か
っ
た
の
は
、

最
初
の
学
期
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

だ
っ
た
こ
と
で
す
。
当
時
は
日
本
で
は
な
く
ハ
ワ
イ
に
い

た
の
で
、
時
差
も
あ
っ
て
大
変
で
し
た
。
授
業
時
間
が
午

後
３
時
か
ら
深
夜
０
時
ま
た
は
１
時
ま
で
に
な
る
と
き

も
あ
り
ま
し
た
。

１
．
上
智
大
学
で
の
学
生
生
活
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。
こ
こ
で
学
ぶ
こ
と
を
決
断
し
た
理
由
は
何
で
す
か
。

ど
の
よ
う
な
勉
強
・
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
か
。

　

上
智
大
学
で
学
び
た
か
っ
た
主
な
理
由
は
、
提
供
さ
れ

て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
私
が
母
国
で
行
っ
て
い
る
研
究

に
対
す
る
奨
学
金
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
さ

ら
に
、私
は
ア
メ
リ
カ
の
ほ
か
に
、新
し
い
国
で
ま
た
違
っ

た
経
験
を
得
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
私
が
所
属
し
て
い
た
の
は
地
球
環
境
学
研
究

科
で
、
こ
の
研
究
科
で
は
自
分
や
他
の
学
生
が
、
研
究
に

お
い
て
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
に
焦
点
を
置
く
か
を
非
常
に
柔
軟

に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
点
を
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

２
．
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
期
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
学
生
生
活
で
し
た
か
。

　

授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
か
つ
違
う
国
か
ら
受
け
る
こ

と
は
確
か
に
難
し
い
課
題
で
し
た
。
私
は
地
球
の
反
対
側

に
い
た
の
で
、
一
番
早
い
授
業
で
も
夜
の
10
時
頃
開
始

だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
毎
週
一
日
、
授
業
が
夜

10
時
頃
か
ら
朝
５
時
頃
ま
で
の
日
が
あ
り
、
そ
の
日
を
非

常
に
恐
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
緒
に
住
ん
で
い
た

「APIC-MCT 留学生奨学制度」は、上智大学・ミクロネシア自然保護基金（Micronesia Conservation 

Trust：MCT）・APIC の三者間の合意に基づき、ミクロネシア 3 カ国からの留学生を受け入れ、上智大学

大学院地球環境学研究科での修士号取得を支援するプログラムです。2017 年のプログラム開始以降、こ

れまでに 9 名が卒業しました。

３
．
日
本
滞
在
中
、
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
何

で
す
か
。

　

卒
業
論
文
の
こ
と
を
忘
れ
る
た
め
に
、
友
達
と
小
さ
な

冒
険
に
出
か
け
た
と
き
で
す
。
私
に
と
っ
て
の
ス
ト
レ
ス

発
散
の
手
段
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
小
さ
な
冒
険
が
、
日
本

で
の
時
間
を
楽
し
む
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

４
．
上
智
大
学
や
日
本
に
来
て
良
か
っ
た
と
思
っ
た
こ
と

は
何
で
す
か
。
何
か
目
標
を
達
成
で
き
ま
し
た
か
。

　

私
は
様
々
な
国
出
身
の
新
し
い
友
達
を
作
り
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
な
ど
で
す
。

目
標
に
つ
い
て
は
、
卒
業
論
文
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
と
卒

業
す
る
こ
と
で
達
成
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
一
つ
達
成
で

き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
れ
は
日
本
語
を
話
せ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
し
た
。

５
．
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

チ
ュ
ー
ク
環
境
保
護
機
関
で
働
き
な
が
ら
、
法
学
位
を

取
得
す
る
た
め
に
法
科
大
学
院
を
探
し
続
け
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

６
．
こ
れ
か
ら
日
本
に
留
学
す
る
学
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
や

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

大
学
院
で
は
難
し
い
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
最
終
的
に
そ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
諦
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
助
け
が
必
要
な
ら
、

先
輩
た
ち
に
頼
っ
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
が
助
け
を
必
要

と
し
て
い
る
と
き
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
い
つ
で
も
こ
こ

に
い
ま
す
。

親
戚
た
ち
は
、
私
が
昼
間
に
十
分
に
休
息
を
と
り
、
家
で

勉
強
で
き
る
場
所
が
あ
る
よ
う
気
に
か
け
て
く
れ
て
い
た

の
で
、
と
て
も
幸
運
で
し
た
。

３
．
日
本
滞
在
中
、
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
何

で
す
か
。

　

日
本
滞
在
中
、
最
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く

江
の
島
の
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
日
帰
り
旅
行

で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
体
験
で
、
日

本
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を
見
て
学
び
、
美
し
い
風
景
を
探

索
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
は
太
平
洋

を
再
び
見
る
こ
と
が
で
き
た
日
で
し
た
。
私
の
故
郷
が
あ

る
海
な
の
で
、
私
に
と
っ
て
特
別
な
瞬
間
で
し
た
。
故
郷

を
思
い
出
し
寂
し
く
な
る
と
と
も
に
、
い
つ
か
帰
る
こ
と

が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

４
．
上
智
大
学
や
日
本
に
来
て
良
か
っ
た
と
思
っ
た
こ
と

は
何
で
す
か
。
何
か
目
標
を
達
成
で
き
ま
し
た
か
。

　

一
番
良
か
っ
た
の
は
間
違
い
な
く
、
ま
っ
た
く
新
し
い

経
験
に
挑
戦
で
き
た
こ
と
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
初
め
て

行
っ
た
時
と
同
様
に
文
化
の
違
い
は
感
じ
ま
し
た
が
、
今

回
は
さ
ら
に
言
葉
の
壁
も
あ
り
、
あ
ま
り
日
本
語
を
知
ら

な
か
っ
た
た
め
に
さ
ら
な
る
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
上
智

大
学
に
関
し
て
言
え
ば
、
学
部
と
は
異
な
り
、
環
境
分
野

の
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
の
専
門
家
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
は
、
自
分
の
研
究
を
さ
ら
に
深
く

理
解
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
い
つ
か
他
の
人
々
に
自
分

の
ス
キ
ル
と
知
識
を
提
供
し
貢
献
し
た
い
と
思
う
気
持
ち

を
強
く
し
ま
し
た
。

５
．
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
い
つ
も
、
故
郷
に
戻
っ
て
地
域
社
会
に
還
元
し
、

同
時
に
両
親
の
面
倒
を
見
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
し

た
。
両
親
は
環
境
分
野
で
働
い
て
お
り
、
そ
れ
が
私
の

キ
ャ
リ
ア
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
幸
運
な
こ
と
に
、
父
は
私
に
自
分
た
ち
の
文
化
や
、

ヤ
ッ
プ
（
故
郷
）
の
環
境
と
文
化
が
ど
の
よ
う
な
相
互
関

係
に
あ
る
か
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
環
境
を
軽
ん
じ
る

こ
と
は
、
文
化
を
軽
ん
じ
る
こ
と
と
も
言
え
る
、
と
い
う

考
え
方
で
す
。
今
後
ど
の
よ
う
な
仕
事
や
役
職
に
携
わ
る

こ
と
に
な
っ
て
も
、
環
境
と
文
化
に
対
す
る
認
識
や
、
そ

の
両
者
を
保
存
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
私
た

ち
の
故
郷
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
勧
め
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
機
会
が
あ
る
の
に
、
私
た

ち
は
そ
れ
に
気
付
い
て
い
な
い
だ
け
な
の
で
す
。

６
．
こ
れ
か
ら
日
本
に
留
学
す
る
学
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
や

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

将
来
の
学
生
に
送
り
た
い
唯
一
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
ア
ド

バ
イ
ス
は
、
夢
中
に
な
っ
て
進
め
る
道
を
選
ん
で
良
い
の

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
そ
の
道
中
で
、
自
分
自
身

に
挑
戦
す
る
こ
と
を
選
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
成
長
し
、
新
し
い
こ
と
を
学
び
、
自
分
の
手
が
届

く
範
囲
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
達
成
す
る
唯
一
の
方
法
だ
か
ら
で
す
。
新
し
い
挑
戦

は
ま
た
、
自
分
自
身
に
自
信
を
持
た
せ
、
私
た
ち
が
世
界

に
与
え
ら
れ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
知
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
す
。

APIC-MCT

留学生

第 5 期 APIC-MCT 留学生が上智大学大学院を卒業
2023 年 9 月 20 日、第 5 期 APIC-MCT 留学生のシャナイア・アーノルドさんと

ナターシャ・ゴロンさんが上智大学大学院を卒業しました。
2 名は同大学院地球環境学研究科で 2 年間、勉学に励みました。

上 智 大 学 大 学 院 を 卒 業 し た 第 5 期

APIC-MCT 留学生のシャナイアさんとナ

ターシャさんに、在学中の経験や今後の

目標についてインタビューを行いました。

INTERVIEW

シャナイア・アーノルド さん
Ms. Shaniah Arnold

第 5 期 APIC-MCT 留学生

INTERVIEW

ナターシャ・ゴロン さん
Ms. Natasha Gorong

第 5 期 APIC-MCT 留学生
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Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情
勢
講
演
会
　

毎
月
１
回
（
８
月
以
外
）
開
催

さ
れ
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情

勢
講
演
会
で
は
、
外
務
省
幹
部
、

在
外
大
使
な
ど
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
、
時
局
の
外
交
課
題
や

激
動
す
る
国
際
情
勢
な
ど
に
つ

い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
す
。
現
職

の
外
務
事
務
次
官
や
外
務
省
局

長
、
一
時
帰
国
中
や
退
官
直
後
の

大
使
か
ら
、
い
ま
実
際
に
進
行
中

の
国
際
情
勢
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
質
の
高
い
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
機
会
と
し
て
、
参
加
者
か

ら
の
評
価
は
極
め
て
高
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
に
鑑
み
、
２
０
２
１
年
５

月
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
配

信
も
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
は
会

場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
同
時
配
信
で
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
講
演
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
維
持
会

員
の
皆
様
に
は
自
動
的
に
ご
案

内
す
る
ほ
か
、
非
会
員
で
参
加

を
ご
希
望
の
方
に
も
ご
案
内
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
誌
裏
表
紙
に
記
載

し
て
い
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
事
務
局
の

連
絡
先
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

講演会事業

講師・演題一覧（2023 年 7 月～ 12 月実施分）

【第 397 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 5 年 7 月 20 日（木）
講師：外務省国際協力局長　遠藤 和也 氏
演題：「主要な開発協力の課題と日本の対応」

【第 398 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 5 年 9 月 14 日（木）
講師：外務省南部アジア部長　中村 亮 氏
演題：「南部アジア情勢と日本外交」

【第 399 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 5 年 10 月 19 日（木）
講師：外務省地球規模課題審議官（大使）　赤堀 毅 氏
演題：「日本の気候外交 ―COP28 と今後の課題―」

【第 400 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 5 年 11 月 16 日（木）
講師：東京大学教授／ JICA 緒方貞子平和開発研究所 シニア・
　　　リサーチ・アドバイザー（前所長）　高原 明生 氏
演題：「習近平政権の最近の動向と日本外交」

【第 401 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 5 年 12 月 21 日（木）
講師：外務省欧州局長　中込 正志 氏
演題：「ロシアによるウクライナ侵略」

留学生支援事業

第７期 APIC-MCT 留学生が上智大学大学院に入学
2023 年 9 月 21 日、第 7 期 APIC-MCT 留学生として

ミクロネシア連邦出身のポール・チャーリー Jr. さんが上智大学大学院に入学しました。

ポール・チャーリー Jr. さん
Mr. Paul Charley Jr.

第 7 期 APIC-MCT 留学生

　上智大学大学院に修士課程の学生として入学するにあたって、まず、学部生として入学した

時を振り返りました。これら両方の瞬間は様々な点で似ています。そのうちの一つは、勉強し

て学位を取得する旅を始めることに対する期待と不安が混ざった気持ちです。しかし、今回は

異なります。なぜなら、私はすでに上智大学という洗練された機関で 4 年間学んだ経験を持っ

ているからです。学部在籍中に得た実績から、この大学に戻ることが学びの経験を強め、国

際教養学部で学んでいたときよりも多くのものを提供してくれると確信しています。

　学内外での学生生活において、授業に出席したり、課外活動に参加したり、世界中から来

た他の学生と交流したりすることで、素晴らしい経験を積んできたことを強調したいです。自

分の故郷であるミクロネシア連邦の島を離れ、到着時にはまだよく知らなかった国で大学生と

して過ごした 4 年間がとても好きでした。さらに、大学は常に私が学びたかったことを学ぶ機

会を与えてくれました。そして可能なときは、そこで得られた知識を東京での日常生活に活か

すことができました。このような有益な経験を持っていることは、大学に戻る際にかなりのア

ドバンテージを持てると信じています。

　私は修士課程の学生として、故郷のミクロネシアに環境の変化や改善をもたらすことを目指

し、それらに関連する数々の成果を達成できるよう努力したいです。そのためには膨大な量の

経験と知識が必要であることを十分心得ています。地球環境学研究科で学ぶ過程でそのよう

な要素を身につけたいと思っています。この機会を得られて、一生感謝し続けます！

APIC-MCT 留学生

「ザビエル高校留学生奨学金制度」へのご寄付のお願い

　学生への支援をより一層充実させるため、本奨学金制度
へのご寄付をお願いしております。いただいた寄付金は、
留学生の受け入れにかかわる渡航費、入学金、授業料、生
活費等に活用させていただいております。
　皆様のおかげで、留学生たちは上智大学で充実した生活
を送っています。皆様の温かいご支援に厚く御礼申し上げ
ますとともに、今後ともご協力をお願い申し上げます。

対　象 ザビエル高校卒業生（毎年１～ 2 名入学）

留学先 上智大学国際教養学部 / 理工学部英語コース /
 Sophia Program for Sustainable Futures (SPSF)

奨学金 卒業までの４年間の奨学金を授与

振込先 三菱 UFJ 銀行　本店（店番 001）　普通口座 1660339
口座名：一般財団法人　国際協力推進協会　奨学金募金口
カナ名：ザイ）コクサイ キヨウリヨク スイシン キヨウカイ
※振込手数料はご負担をお願いしております。

●ザビエル高校（Xavier High School）とは

1952 年、ミクロネシア連邦チューク州ウエノ島にイエズス
会によって設立されました。4 年制の男女共学で、生徒
の数は約 150 名です。北太平洋地域で最も著名な高校で、
ミクロネシア連邦のみならず、パラオ共和国、マーシャル
諸島共和国などからも生徒が集います。生徒の学業水準
はこの地域において最高水準であり、過去の卒業生には、
モリ元大統領やクリスチャン元大統領をはじめ、この地域
の政界・経済界のリーダーを輩出しています。 Photo courtesy Floyd K. Takeuchi / Waka Photos



26 25APIC No.17 ・ January 2024APIC No.17 ・ January 2024

APIC ウェブサイトでは、八田善明 在ハイチ日本国大使（当時）寄稿の連続コラム「ハイチ便り」を配信しております。日本で知
られることの少ないハイチ共和国の政治、社会、文化などについての情報を発信し、日・ハイチ関係の増進を目指します。本誌で
は第 11 回「ハイチ便り」（最終回）の内容を掲載しています（2018 年時点での執筆記事）。その他の「ハイチ便り」については、
APIC ウェブサイトをご覧ください。

ハイチ便り

そ
の
歴
史
と
自
然
の
恵
み
、
文
化
の
交
流
す

る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
独
自
の
食
文
化
が
発
展

し
な
が
ら
根
付
き
、
さ
ら
に
革
新
を
加
え
な

が
ら
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ハ
イ
チ
・
ク
レ
オ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
、
歴

史
的
な
経
緯
か
ら
の
フ
ラ
ン
ス
系
の
要
素
と

先
住
民
の
も
の
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
か
ら
持

ち
込
ま
れ
た
も
の
が
混
ざ
り
・
か
つ
伝
統
が

維
持
さ
れ
な
が
ら
で
き
あ
が
っ
た
一
つ
の
食

文
化
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
ベ
ー
ス
に
加
え
て
、
ス
ペ
イ
ン

的
な
も
の
、
他
の
中
南
米
で
も
見
ら
れ
る

も
の
や
最
近
で
は
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
影
響
も

受
け
つ
つ
、
日
常
の
食
事
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン

で
楽
し
む
グ
ル
メ
の
域
ま
で
そ
の
裾
野
は
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
レ
オ
ー
ル
料
理
に
加
え
て
、
ハ

イ
チ
を
代
表
す
る
「
食
材
や
食
品
」
に
は
そ

れ
以
外
に
も
特
徴
的
な
も
の
が
あ
り
ま
す
の

で
、
合
わ
せ
て
御
紹
介
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

パ
ー
ト
１:

世
界
と
も
つ
な
が
り
の
あ
る
ハ

イ
チ
産
品
や
原
料

　

直
接
で
あ
っ
た
り
、
間
接
で
あ
っ
た
り
、

歴
史
的
に
で
あ
っ
た
り
と
実
は
知
ら
な
い
と

ハ
イ
チ
は
、（
ハ
イ
チ
）
ク
レ
オ
ー

ル
料
理
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ハイチ

寄稿：在ハイチ日本国大使（当時）　八田　善明

ハイチの文化　～ 食材や食文化について～

第 11 回「ハイチ便り」第 11 回「ハイチ便り」
( 最終回 )( 最終回 )

こ
ろ
で
ハ
イ
チ
と
関
係
の
あ
る
も
の
を
口
に

し
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
以
下
に
少
し

御
紹
介
し
ま
す
。

砂
糖
と
サ
ト
ウ
キ
ビ

　

ハ
イ
チ
は
、
日
頃
我
々
も
御
世
話
に
な
っ

て
い
る
「
砂
糖
」
の
発
展
史
に
残
る
重
要

な
国
で
す
。
当
初
ア
ジ
ア
起
源
の
サ
ト
ウ
キ

ビ
は
後
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
わ
り
、
こ
の
栽

培
地
を
求
め
て
ア
フ
リ
カ
等
に
進
出
し
ま
し

た
が
、
ご
存
じ
の
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
１
４
９
３

年
の
第
二
回
目
の
航
海
の
折
に
苗
を
イ
ス
パ

ニ
ョ
ー
ラ
島
に
も
た
ら
し
た
の
が
カ
リ
ブ
に

お
け
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
起
源
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
時
を
経
て
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
を
大
き
く
支
え
、

か
つ
現
代
に
花
開
く
各
種
フ
ラ
ン
ス
・
欧
州

菓
子
の
下
支
え
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ハ
イ
チ
で
作
ら
れ
た
砂
糖
が
な
か
っ
た
ら
、

も
し
か
す
る
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
ケ
ー
キ
、

タ
ル
ト
等
は
今
の
形
で
存
在
し
て
い
な
か
っ

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

今
で
も
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
は
主
要
な
産
地
に

広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
生
産
量
は
過
去
に

比
べ
れ
ば
か
な
り
減
っ
て
い
る
も
の
の
メ

ジ
ャ
ー
な
農
産
物
で
は
あ
り
ま
す
。
サ
ト

ウ
キ
ビ
そ
の
も
の
も
リ
ヤ
カ
ー
に
満
載
さ

れ
、
道
ば
た
で
カ
ッ
ト
し
て
売
ら
れ
て
い
ま

す
（
繊
維
質
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
噛
む
と
甘

コ
ー
ヒ
ー
（
や
カ
カ
オ
）

　

ハ
イ
チ
も
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
産
地
で
あ
り
、

古
く
は
１
７
２
６
年
に
マ
ル
テ
ィ
ニ
ー
ク
か

ら
フ
ラ
ン
ス
人
が
持
ち
込
ん
だ
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
で
は
高
級
種
と
言

わ
れ
て
い
る
ア
ラ
ビ
カ
種
で
も
そ
の
源
流
の

一
つ
で
あ
る
テ
ィ
ピ
カ
種
が
多
く
栽
培
さ
れ

て
お
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
香
良
く
ほ
ど

よ
く
柔
ら
か
い
甘
み
と
コ
ク
の
あ
る
美
味
し

い
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
産
し
ま
す
。
実
は
、
ハ
イ

チ
で
は
、
１
７
０
０
年
代
後
半
に
は
全
世
界

の
コ
ー
ヒ
ー
生
産
量
の
半
分
を
産
出
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
商
品
作
物
と
し
て
重
要

な
位
置
づ
け
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
生
産

量
は
減
り
続
け
、
さ
ら
に
病
気
に
よ
り
生
産

量
は
激
減
し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
影
響
や
温
暖
化
の
影
響
な
ど
も

受
け
て
生
産
量
自
体
は
限
ら
れ
る
面
も
あ
り

ま
す
が
、
今
も
各
地
で
栽
培
に
取
り
組
む
な

ど
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
し
て
い
る
模
様
で

す
。
ド
リ
ッ
プ
し
て
も
い
い
で
す
し
、
適
度

の
酸
味
も
あ
り
、
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
で
も
バ
ラ

ン
ス
と
ア
フ
タ
ー
が
あ
り
大
変
美
味
し
い
で

す
。

パ
ー
ト
２:

ハ
イ
チ
・
ク
レ
オ
ー
ル
料
理

　

ハ
イ
チ
に
お
け
る
ク
レ
オ
ー
ル
料
理
・
日

常
食
な
ど
を
中
心
に
主
な
も
の
を
以
下
に
御

紹
介
し
ま
す
。

ス
ー
プ
・
ジ
ュ
ム
ー

　

ハ
イ
チ
の
伝
統
・
文
化
的
＆
歴
史
的
な
意

味
で
避
け
て
通
れ
な
い
の
は
「
か
ぼ
ち
ゃ
の

ス
ー
プ
」
で
し
ょ
う
。
１
月
１
日
の
独
立
記

念
日
に
食
べ
る
ス
ー
プ
・
ジ
ュ
ム
ー
（Soup 

Joum
ou: 

ク
レ
オ
ー
ル
）/
ス
ー
プ
・
ジ
ロ

モ
ン
（Soupe G

iraum
on: 

フ
ラ
ン
ス
語
）

と
い
う
具
沢
山
、
牛
肉
も
入
っ
た
か
ぼ
ち
ゃ
・

ス
ー
プ
で
す
。

　

諸
説
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
簡
単
に

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
入
植
者
達
が
食
べ
て
い
た

も
の
で
、
当
時
の
奴
隷
に
は
食
べ
る
権
利
が

な
か
っ
た
と
い
う
時
代
を
経
て
、
１
８
０
４

年
の
独
立
を
機
に
、
新
自
由
人
が
そ
の
象
徴

（
特
権
階
級
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
入
植
者

と
対
等
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
）
と
し
て

ス
ー
プ
・
ジ
ュ
ム
ー
を
食
し
、
ま
た
、
建
国

の
祖
ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
サ
リ
ー
ヌ
の

妻
、
マ
リ
ー
・
ク
レ
ー
ル
・
ウ
ー
ル
ー
ズ
・

ル
（Barbancourt

）
で
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

の
ジ
ュ
ー
ス
か
ら
直
接
発
酵
・
二
段
蒸
留
過

程
を
経
る
方
式
で
や
っ
て
き
て
い
ま
す
（
ア

グ
リ
コ
ー
ル
ラ
ム
と
言
わ
れ
る
）。
ラ
ム
酒

は
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
瓶
詰
め
し
て
出
荷

さ
れ
る
ホ
ワ
イ
ト
ラ
ム
（
透
明
）
が
あ
り
ま

す
が
、
さ
ら
に
木
の
樽
で
熟
成
さ
せ
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　

オ
ー
ク
の
樽
で
何
年
も
寝
か
せ
る
と
味
は

丸
く
な
り
香
り
も
甘
く
し
っ
と
り
と
し
て
、

ブ
ラ
ン
デ
ー
と
同
じ
よ
う
に
「
味
と
香
」
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
バ
ー
バ
ン
ク
ー

ル
社
は
、
２
０
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、

古
く
か
ら
の
樽
も
あ
る
み
た
い
で
す
が
、
そ

の
貯
蔵
庫
も
２
０
１
０
年
の
大
震
災
時
に
被

害
に
あ
っ
た
と
か
で
、
そ
の
収
拾
も
兼
ね
て
、

幾
つ
か
の
樽
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
１
５
０
周
年

記
念
ボ
ト
ル
が
売
り
に
出
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
す
（
少
な
く
と
も
40
年
以
上
寝
か
せ
た
樽

の
ラ
ム
酒
が
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
い
る
と
か
）。

　

ま
た
、
小
さ
い
蒸
留
所
（
５
０
０
件
以
上

と
の
説
も
！
）
で
、
同
じ
材
料
か
ら
ほ
と
ん

ど
同
じ
よ
う
な
お
酒
を
蒸
留
し
て
い
る
も
の

が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
ク
レ
ラ
ン
（Clairin

）

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
地
酒
と
し

て
広
く
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
時
折
規
定

外
の
混
ぜ
物
を
し
た
粗
悪
品
が
出
回
る
ら
し

く
、
集
団
で
亡
く
な
る
、
い
た
た
ま
し
い
事

件
が
発
生
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ン
・
マ
ル
ニ
エ

　

西
洋
菓
子
作
り
や
カ
ク
テ
ル
に
欠
か
せ
な

い
オ
レ
ン
ジ
リ
キ
ュ
ー
ル
の
「
グ
ラ
ン
・
マ

ル
ニ
エ
（G

rand M
arnier

）」
や
「
コ
ア

ン
ト
ロ
ー
（Cointreau

）」
は
フ
ラ
ン
ス
を

代
表
す
る
リ
キ
ュ
ー
ル
で
す
が
、
実
は
、
そ

の
材
料
で
あ
る
ビ
タ
ー
・
オ
レ
ン
ジ
（
使
わ

れ
る
の
は
皮
だ
け
で
す
）は
ハ
イ
チ
産
の「
シ

ト
ラ
ス
・
ビ
ガ
ラ
デ
ィ
ア
」
で
あ
り
、
そ
の

風
味
か
ら
ハ
イ
チ
産
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
っ
た
材
料
で
、
味
と
伝
統
を
支
え
て
い

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
苦
み
と
風
味
の
あ
る
柑
橘
類
は
ハ
イ
チ
の

北
部
で
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
グ
ラ
ン
・
マ
ル

ニ
エ
は
全
量
が
、
コ
ア
ン
ト
ロ
ー
は
ブ
ラ
ジ

ル
産
の
も
の
と
半
々
で
作
ら
れ
、
風
味
が
異

な
り
ま
す
。
実
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
も
ハ
イ

チ
の
御
世
話
に
な
っ
て
い
る
（
知
ら
ず
に
食

べ
て
い
る
お
菓
子
や
カ
ク
テ
ル
の
方
で
も
）

と
い
う
こ
と
で
す
。

い
ジ
ュ
ー
ス
が
楽
し
め
ま
す
）
し
、
産
地
で

は
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
ア
ト
リ
エ
に
持
ち
込
み
、

ジ
ュ
ー
ス
を
絞
っ
て
、
何
段
階
も
か
け
て
煮

詰
め
て
黒
糖
に
し
た
り
し
て
い
ま
す
（
ハ
イ

チ
で
は
、
ラ
パ
ド
ゥ
（Rapadou

）
と
い
い
、

棕
櫚
で
巻
い
て
保
存
し
ま
す
）。

ラ
ム
（
酒
）
と
そ
の
兄
弟

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は
ラ
ム

（Rhum
/Rum

）
が
あ
る
、
と
言
え
る
か
と

思
い
ま
す
。
中
南
米
・
カ
リ
ブ
諸
国
で
サ
ト

ウ
キ
ビ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
国
々

に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

多
く
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
ジ
ュ
ー
ス
を
煮
詰

め
て
砂
糖
を
結
晶
化
さ
せ
た
後
に
残
る
糖
蜜

（
メ
ラ
ス
（
フ
ラ
ン
ス
語
）、
モ
ラ
セ
ス
（
英

語
））
を
原
料
と
し
て
、
こ
れ
を
発
酵
（
ア

ル
コ
ー
ル
化
）
さ
せ
て
、
蒸
留
す
る
プ
ロ
セ

ス
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
ハ
イ
チ
の
代
表
的

な
ラ
ム
酒
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
バ
ー
バ
ン
ク
ー

ハイチを代表するラム酒メー
カ ー・ バ ー バ ン ク ー ル 社 の
150 周年記念ボトル

ハイチの黒糖ラパドゥ

スープ・ジロモン
（具沢山のカボチャのスープ）
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ハイチ便り

か
炙
り
、
そ
し
て
仕
上
げ
に
深
く
油
で
揚
げ

ま
す
。
し
っ
か
り
茶
色
に
色
の
つ
い
た
グ
リ

オ
は
、
外
側
は
カ
リ
カ
リ
で
中
は
柔
ら
か
く

美
味
し
い
で
す
。
ち
ょ
っ
と
ピ
リ
辛
に
仕
上

げ
る
の
が
ク
レ
オ
ー
ル
流
で
し
ょ
う
か
。
典

型
的
な
盛
り
付
け
は
、ピ
ク
リ
ー
ズ
（Pikliz

）

と
い
う
野
菜
の
唐
辛
子
（Pim

ent Bouc

）

漬
け
（
見
た
目
は
浅
漬
け
の
よ
う
で
す
が
、

か
な
り
辛
い
で
す
。
間
違
っ
て
も
付
け
合
わ

せ
の
サ
ラ
ダ
だ
と
思
っ
て
纏
め
て
口
に
入
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
少
し
を
肉
（
グ
リ
オ
等
）

に
味
付
け
と
し
て
合
わ
せ
て
食
べ
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。）
後
は
お
米
か
食
用
バ
ナ
ナ

が
付
い
て
い
る
こ
と
が
標
準
的
で
す
。

デ
ィ
リ
・（
ア
ク
）・
ジ
ョ
ン
ジ
ョ
ン
（D

iri 
(ak) djon djon

）

　

ハ
イ
チ
の
伝
統
料
理
の
一
つ
が
ジ
ョ
ン

ジ
ョ
ン
風
味
の
ラ
イ
ス
で
す
。
濃
い
灰
色
か

ら
黒
っ
ぽ
い
ご
飯
な
の
で
、
初
見
で
は
イ
カ

ス
ミ
の
ご
飯
？
と
思
わ
な
く
も
な
く
、
キ
ノ

コ
だ
と
解
る
ま
で
に
は
し
ば
ら
く
の
時
間
を

要
し
ま
し
た
。
ハ
イ
チ
の
北
部
で
採
取
さ
れ

る
キ
ノ
コ
の
一
種
で
乾
燥
し
て
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
（
キ
ク
ラ
ゲ
の
フ
レ
ー
ク
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
）。
こ
の
調
理
法
も

一
手
間
あ
り
、
乾
燥
し
た
ジ
ョ
ン
ジ
ョ
ン
を

ボ
ウ
ル
に
張
っ
た
水
に
つ
け
て
一
晩
寝
か
す

と
灰
色
に
色
が
出
る
の
で
、
そ
こ
で
細
か
い

ブ
ー
ム
に
も
の
っ
て
欧
米
等
で
、
高
値
で
売

買
さ
れ
て
い
て
、
必
ず
し
も
生
産
地
で
安
く

は
売
ら
れ
て
い
な
い
と
も
聞
き
ま
す
。

ラ
ン
ビ
（Lam

bi

）

　

周
り
が
海
で
囲
ま
れ
て
い
る
の
で
、
ス
ズ

キ
み
た
い
な
魚
、
伊
勢
エ
ビ
な
ど
も
捕
れ
ま

す
が
、
海
が
暖
か
い
の
と
漁
業
が
そ
れ
ほ
ど

発
達
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
で
も
、

大
き
な
巻
き
貝
の
ラ
ン
ビ
が
（
ハ
イ
チ
だ
け

で
な
く
）
カ
リ
ブ
海
周
辺
の
名
物
で
す
。
コ

ン
チ
（
貝
（Conch:

英
語
））
と
も
い
い
ま

す
が
、
直
径
数
セ
ン
チ
程
度
に
な
る
身
を
、

そ
の
ま
ま
だ
と
歯
ご
た
え
も
あ
り
す
ぎ
る
で

し
ょ
う
か
ら
、
細
長
く
切
っ
た
り
裂
い
た
り

し
て
調
理
（
味
付
け
）
し
て
供
し
ま
す
。
こ

こ
で
ピ
リ
辛
の
ソ
ー
ス
で
調
理
し
た
も
の

は
ク
レ
オ
ー
ル
風
と
い
う
こ
と
で
、「
ラ
ン

ビ
・
ク
レ
オ
ー
ル
」
と
な
り
ま
す
。
思
え
ば
、

０
０
７
シ
リ
ー
ズ
初
回
の
ド
ク
タ
ー
ノ
オ
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
、
海
岸
で
美
女
が
貝
殻
を

拾
っ
て
い
る
の
が
ラ
ン
ビ
貝
だ
と
思
い
ま
す
。

ア
ク
ラ
（Acra

）

　

マ
ラ
ン
ガ
芋
（
タ
ロ
イ
モ
の
一
種
？
）
を

す
り
下
ろ
し
て
、
団
子
や
棒
状
等
に
し
て
油

で
揚
げ
た
も
の
で
す
が
、
外
は
サ
ク
ッ
と
し

て
中
は
ほ
か
ほ
か
、
あ
っ
さ
り
と
ろ
っ
と
し

て
美
味
し
い
で
す
。
揚
げ
物
で
す
か
ら
、ビ
ー

ル
の
つ
ま
み
に
は
最
高
で
す
。
適
宜
ハ
ー
ブ

を
入
れ
た
り
も
し
ま
す
が
、
さ
な
が
ら
青
の

り
風
味
の
感
じ
に
な
っ
て
こ
れ
も
美
味
し
い

で
す
。

バ
ナ
ヌ
・
プ
ゼ
（Banane pesée

）

　

い
わ
ゆ
る
食
用
バ
ナ
ナ
（
生
食
は
し
な

い
）
で
あ
る
プ
ラ
ン
タ
ン
・
バ
ナ
ナ
も
付
け

合
わ
せ
と
し
て
良
く
出
て
き
ま
す
。
輪
切
り

フ
ェ
リ
シ
テ
・
ボ
ヌ
ー
ル
が
、
滋
養
に
満
ち

た
こ
の
具
沢
山
の
ス
ー
プ
を
１
月
１
日
に
食

す
る
よ
う
に
広
め
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
か

ぼ
ち
ゃ
ベ
ー
ス
の
ス
ー
プ
で
す
が
、
牛
肉
が

入
っ
て
い
る
の
が
特
徴
の
一
つ
と
言
え
る
か

と
思
い
ま
す
。
入
れ
る
野
菜
は
個
人
や
家
庭

毎
に
好
み
や
味
が
あ
る
よ
う
で
す
。
野
菜
は
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
に
ん
じ
ん
、
カ
ブ
が
標
準
の

よ
う
で
、
香
味
と
し
て
セ
ロ
リ
も
入
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
国
民
食
で
あ
り
ハ
イ
チ

人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
も
欠
か
せ
な

い
も
の
の
よ
う
で
す
。
大
き
な
ハ
イ
チ
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
米
国
フ
ロ
リ
ダ
州
の
マ

イ
ア
ミ
に
お
い
て
も
１
月
１
日
を
前
に
新
聞

の
マ
イ
ア
ミ
・
ヘ
ラ
ル
ド
に
も
ス
ー
プ
・
ジ
ュ

ム
ー
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。 

グ
リ
オ
（G

riot

）

　
“
豚
肉
の
カ
リ
カ
リ
揚
げ
”
と
い
う
感
じ
で

し
ょ
う
か
。
豚
肉
が
し
っ
か
り
揚
げ
て
あ
る

ハ
イ
チ
の
主
力
料
理
で
す
。
グ
リ
オ
を
作
る

に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
下
ご
し
ら
え
が
あ
り
、

こ
れ
が
特
徴
的
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
ポ
ー
ク
の
シ
ョ
ル
ダ
ー
を
シ
チ
ュ
ー
用

前
後
の
大
き
さ
に
切
り
わ
け
、“
ハ
イ
チ
の

（
重
要
！
）”
柑
橘
類
で
そ
の
肉
を
洗
い
、
適

宜
好
み
で
つ
け
込
み
ま
す
。
そ
の
上
で
ハ
ー

ブ
や
香
辛
料
に
つ
け
て
味
付
け
を
し
、
炒
る

街中の椰子の実売り：
ココナッツ・ウォーターのため

ビール工場とプレス
ティージ・ビール

グリオ（豚肉のディープ・フライ）

リ・ナショナル
ディリ・ジョンジョンの左上は通常の付け合わせ、左下は少しきどったレス
トラン風、右上はジョンジョン・スパゲティ、右下は乾燥ジョンジョン茸

の
が
混
じ
ら
な
い
よ
う
に
網
等
で
キ
ノ
コ
を

取
り
除
き
、
灰
色
の
汁
を
調
理
に
使
い
ま
す
。

キ
ノ
コ
本
体
は
、
全
部
捨
て
る
と
聞
き
ま
し

た
。
そ
の
灰
色
の
汁
を
使
っ
て
、
米
を
炊
け

ば
デ
ィ
リ
・
ジ
ョ
ン
ジ
ョ

ン
で
す
し
、
今
風
で
あ
れ

ば
パ
ス
タ
ソ
ー
ス
に
ア

レ
ン
ジ
し
た
り
、
肉
（
鶏

肉
な
ど
）
の
ソ
ー
ス
と
し

て
も
使
え
ま
す
。
な
か
な

か
コ
ク
と
旨
味
が
の
っ
て

美
味
し
く
、
ハ
イ
チ
を
去

る
と
か
な
り
懐
か
し
い
味

の
一
つ
で
す
。
な
お
、
最

近
の
レ
シ
ピ
で
は
、
ジ
ョ

ン
ジ
ョ
ン
を
水
に
浸
す
の

で
は
な
く
ミ
キ
サ
ー
等
で

そ
れ
自
体
を
ソ
ー
ス
に
仕

立
て
る
と
い
う
の
も
あ
る

よ
う
で
す
。
こ
の
ジ
ョ
ン

ジ
ョ
ン
茸
は
ど
こ
に
で
も

生
え
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
ま
だ
栽
培
も
で
き
て

い
な
い
（
ら
し
い
）
も
の

で
、
ハ
イ
チ
以
外
で
は
聞

か
な
い
ハ
イ
チ
・
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
素
材
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
地
元
産
の
米
に

豆
を
入
れ
て
炊
い
た
も
の
は
、
リ
・
ナ
シ
ョ

ナ
ル
と
言
っ
て
、
付
け
合
わ
せ
の
ご
飯
と
し

て
不
動
の
地
位
を
築
い
て
い
ま
す
。
な
お
、

リ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
自
体
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・

1. ランビ・クレオール　2. アクラとマランガ芋
3. 左側の付け合わせの黄色いのがバナヌ・プゼ

（料理自体は鱈のコロッケ）

に
切
っ
て
、
二
枚
の
板
で
こ
れ
を
つ
ぶ
し
広

げ
（
つ
ぶ
す
の
で
、
周
り
が
ぎ
ざ
ぎ
ざ
の
４

～
５
cm
の
輪
切
り
に
な
り
ま
す
）、
揚
げ
て

出
て
き
ま
す
。
単
純
で
す
が
、
や
は
り
外
は

さ
く
さ
く
、
中
は
ほ
っ
こ
り
し
て
い
る
の
が

美
味
し
い
で
す
（
固
い
だ
け
で
唾
が
足
ら
な

く
な
る
の
も
あ
り
ま
す
が
）。

そ
の
他
の
料
理
や
食
材

　

以
上
、
代
表
的
な
料
理
等
を
挙
げ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
他
に
も
、
カ
ブ
リ
（
ア
フ
リ
カ

で
も
見
か
け
る
山
羊
の
一
種
）
や
牛
肉
を
先

ほ
ど
の
グ
リ
オ
の
様
に
調
理
し
た
も
の
は
、

タ
ソ
（Taso/Tasso

）
と
呼
ば
れ
て
、
こ
れ

も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
す
。
ま
た
、
海
辺
で
は
、

ロ
ブ
ス
タ
ー
、タ
コ
、魚
も
良
く
食
さ
れ
ま
す
。

　

ハ
イ
チ
で
は
、野
菜
と
し
て
は
ゴ
ン
ボ
（
オ

ク
ラ
）
や
パ
ン
の
実
な
ど
も
見
か
け
ま
す
。

フ
ル
ー
ツ
は
、
柑
橘
類
は
種
類
が
多
く
、
バ

ナ
ナ
も
美
味
し
く
、
ま
た
、
ど
こ
に
で
も
マ

ン
ゴ
ー
が
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
標

高
が
高
い
高
原
も
あ
り
、
そ
こ
で
は
イ
チ
ゴ

も
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

コ
コ
ナ
ッ
ツ
も
路
上
で
売
っ
て
お
り
、
そ

の
場
で
、
マ
シ
ェ
ッ
ト
（
鉈
）
で
端
を
切

り
落
と
し
飲
み
口
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
丸

ご
と
冷
や
し
て
飲
む
コ
コ
ナ
ッ
ツ
・
ウ
ォ
ー

タ
ー
は
、実
の
熟
れ
具
合
等
で
量
も
味
も
（
甘

み
や
く
せ
（
旨
味
？
））
異
な
り
色
々
と
楽

し
め
ま
す
。

　

食
材
で
は
な
い
で
す
が
、
ハ
イ
チ
の
ビ
ー

ル
も
あ
り
、
プ
レ
ス
テ
ィ
ー
ジ
（Prestige

）

は
日
本
人
好
み
の
飲
み
や
す
い
キ
レ
の
良
い

ビ
ー
ル
で
す
。

　

ま
た
、
美
容
と
健
康
の
面
で
は
、
モ
リ
ン

ガ
と
ヴ
ェ
テ
ィ
バ
ー
に
も
注
目
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

（
※
写
真
は
筆
者
が
撮
影
）

（
※
本
コ
ラ
ム
の
内
容
は
、
筆
者
の
個
人
的
見
解

で
あ
り
、
所
属
す
る
機
関
の
公
式
見
解
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。）

1

2

3
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バ
ル
バ
ド
ス
西
海
岸
に
ホ
ー
ル
タ
ウ
ン
と

い
う
町
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
あ
た
り
は
観
光
立
国
バ
ル
バ
ド
ス
の

な
か
で
も
外
国
か
ら
の
観
光
客
が
多
く
行
き

交
う
場
所
で
、
ホ
テ
ル
や
貸
別
荘
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
が
軒
を

連
ね
て
い
ま
す
。

　

現
在
ホ
ー
ル
タ
ウ
ン
が
あ
る
地
点
の
沖
合

い
に
、
１
６
２
５
年
５
月
14
日
、「
オ
リ
ー

ブ
の
花
」
号
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
武
装
商
船

が
錨
を
降
ろ
し
ま
し
た
。
こ
の
船
は
何
週
間

か
前
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
取
り
引
き
を
す
ま
せ

て
イ
ギ
リ
ス
に
戻
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
す

が
、
進
路
を
西
に
取
り
過
ぎ
て
、
た
ま
た
ま

バ
ル
バ
ド
ス
に
着
い
た
の
で
し
た
。

　

今
か
ら
お
よ
そ
４
０
０
年
前
の
、こ
の
「
た

ま
た
ま
」
が
、
そ
れ
以
降
の
バ
ル
バ
ド
ス
島

の
運
命
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

は
じ
め
て
の
入
植
者
た
ち

　
「
オ
リ
ー
ブ
の
花
」
号
の
船
長
は
ジ
ョ
ン
・

パ
ウ
エ
ル
と
い
う
男
で
し
た
。

　

島
に
上
陸
し
た
パ
ウ
エ
ル
と
乗
組
員
た
ち

は
、
こ
れ
が
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
船

が
と
き
ど
き
立
ち
寄
っ
て
い
た
と
い
う
「
バ

　

こ
の
と
き
の
ヘ
ン
リ
ー
・
パ
ウ
エ
ル
た
ち

の
入
植
が
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
と
し
て
の
バ
ル

バ
ド
ス
の
出
発
点
と
な
り
ま
し
た
。
ロ
ン
ド

ン
に
い
る
コ
ー
テ
ィ
ー
ン
卿
の
意
を
受
け
て

島
の
経
営
を
任
さ
れ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
パ
ウ
エ

ル
が
、
事
実
上
バ
ル
バ
ド
ス
の
初
代
植
民
地

総
督
で
あ
る
と
現
在
で
は
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

植
民
地
ビ
ジ
ネ
ス
の
は
じ
ま
り

　

パ
ウ
エ
ル
に
率
い
ら
れ
た
最
初
の
入
植
者

た
ち
は
、
慣
れ
な
い
暑
い
気
候
や
、
水
・
食

糧
の
不
足
、
そ
し
て
マ
ラ
リ
ア
に
悩
ま
さ
れ

な
が
ら
も
、
密
林
を
切
り
開
い
て
島
の
開
拓

を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
食
糧
に
な
っ
た
の

は
、
過
去
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
船
が
残
し
繁

殖
し
て
い
た
野
ブ
タ
や
、
当
時
オ
ラ
ン
ダ
領

だ
っ
た
南
ア
メ
リ
カ
・
ガ
イ
ア
ナ
か
ら
移
入

し
た
ヤ
ム
イ
モ
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
な
ど
で
し
た
。
彼
ら
は
島
の
西
部
か
ら

南
部
に
む
か
っ
て
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

植
民
地
ビ
ジ
ネ
ス
は
初
期
投
資
を
は
じ
め

て
か
ら
収
益
が
回
収
で
き
る
よ
う
に
な
る

ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
鉱
物
資
源
の

な
い
バ
ル
バ
ド
ス
で
、
入
植
者
た
ち
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
の
輸
出
用
農
作
物
を
栽
培
す
る
た

め
に
土
地
を
開
墾
し
農
園
を
経
営
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
は
じ
め
の
う
ち
の
主
な
産
品

は
タ
バ
コ
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
イ
ン
デ
ィ
ゴ
（
藍
）、

海
島
綿
（
註
２
）

な
ど
で
し
た
。

　

コ
ー
テ
ィ
ー
ン
卿
は
、
新
た
な
入
植
者
や

生
活
物
資
を
ど
ん
ど
ん
イ
ギ
リ
ス
か
ら
送
っ

て
パ
ウ
エ
ル
た
ち
の
開
拓
を
支
援
し
ま
す
。

コ
ー
テ
ィ
ー
ン
卿
を
パ
ト
ロ
ン
と
す
る
こ
の

島
で
の
待
遇
が
悪
く
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
島
の
人
口
は
徐
々
に
増
え
、
入
植
開
始

か
ら
２
年
後
に
は
人
口
が
お
よ
そ
１
８
０
０

人
と
な
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

島
ご
と
盗
ま
れ
た

　

と
こ
ろ
が
間
も
な
く
、
コ
ー
テ
ィ
ー
ン
卿

の
植
民
地
ビ
ジ
ネ
ス
は
別
の
人
物
に
横
取
り

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

先
に
ふ
れ
た
「
ジ
ェ
ー
ム
ズ
タ
ウ
ン
」
の

地
名
の
由
来
に
な
っ
た
国
王
ジ
ェ
ー
ム
ズ

１
世
は
、
も
と
も
と
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で

は
な
く
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
王
で
し
た
。

１
６
０
３
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
テ
ュ
ー

ダ
ー
朝
最
後
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
１
世
女
王
が
世

を
去
っ
た
の
で
す
が
、
女
王
に
は
後
継
ぎ
が

な
か
っ
た
の
で
、
血
縁
が
あ
っ
た
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
王
ジ
ェ
ー
ム
ズ
６
世
が
迎
え
ら
れ
て

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
ジ
ェ
ー
ム
ズ
１
世
と
な
っ

た
の
で
す
。
こ
れ
が
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
の
は

じ
ま
り
で
す
。

　

ジ
ェ
ー
ム
ズ
１
世
の
取
り
巻
き
の
ひ
と
り

に
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ヘ
イ
と
い
う
人
物
が
い
ま

し
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
に
な
っ
た
ジ
ェ
ー

ム
ズ
１
世
と
一
緒
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら

ロ
ン
ド
ン
に
出
て
き
た
ヘ
イ
は
、
王
に
よ
り

伯
爵
に
叙
せ
ら
れ
て
「
カ
ー
ラ
イ
ル
伯
」
と

な
り
ま
す
。
バ
ル
バ
ド
ス
に
せ
っ
せ
と
投
資

し
て
い
た
コ
ー
テ
ィ
ー
ン
卿
か
ら
島
の
利
権

を
奪
い
取
っ
た
の
は
、
こ
の
カ
ー
ラ
イ
ル
伯

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ヘ
イ
で
す
。

　

彼
は
伯
爵
に
成
り
上
が
っ
た
も
の
の
、
も

と
か
ら
浪
費
癖
が
ひ
ど
く
て
借
金
漬
け
で
し

た
。
そ
こ
で
窮
状
を
脱
す
る
た
め
に
植
民
地

ビ
ジ
ネ
ス
の
儲
け
話
を
利
用
す
る
こ
と
を
思

い
つ
い
た
の
で
す
。
彼
は
王
室
と
の
コ
ネ
を

フ
ル
活
用
し
て
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
１
世
の
あ
と

を
継
い
で
国
王
に
な
っ
た
、
息
子
の
チ
ャ
ー

ル
ズ
１
世
を
適
当
に
言
い
く
る
め
、
バ
ル
バ

ド
ス
の
植
民
地
利
権
を
コ
ー
テ
ィ
ー
ン
卿
か

ら
横
取
り
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
詐
欺

ま
が
い
の
行
為
で
、
バ
ル
バ
ド
ス
経
営
の
国

王
特
許
状
を
手
に
入
れ
た
カ
ー
ラ
イ
ル
伯
は

さ
っ
そ
く
、
見
た
こ
と
も
な
い
バ
ル
バ
ド
ス

の
土
地
１
万
エ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
ロ
ン
ド
ン

の
商
人
た
ち
と
リ
ー
ス
契
約
を
結
び
、
得
た

カ
ネ
で
莫
大
な
借
金
の
一
部
を
返
済
し
た
の

で
し
た
。

　

お
さ
ま
ら
な
い
の
は
、
知
ら
な
い
う
ち
に

カ
ー
ラ
イ
ル
伯
に
島
の
利
権
を
か
す
め
取
ら

れ
て
し
ま
っ
た
コ
ー
テ
ィ
ー
ン
卿
で
す
。
不

服
を
申
し
立
て
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
面
か
ら

手
を
尽
く
し
ま
す
が
、
あ
と
の
祭
り
。
コ
ー

テ
ィ
ー
ン
卿
に
は
王
室
と
の
コ
ネ
も
な
か
っ

た
の
で
結
局
泣
き
寝
入
り
す
る
ハ
メ
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
経
緯
は
島
の
歴
史

上
、「
バ
ル
バ
ド
ス
大
盗
難
事
件
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

の
ち
に
述
べ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、

カ
ー
ラ
イ
ル
伯
に
安
直
に
特
許
状
を
与
え
た

チ
ャ
ー
ル
ズ
１
世
は
、
そ
の
お
よ
そ
20
年
後
、

オ
リ
バ
ー
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
よ
っ
て
首
を

と
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
ク
ロ

ム
ウ
ェ
ル
が
、
自
分
が
治
め
る
イ
ギ
リ
ス
の

言
う
こ
と
を
聞
か
な
く
な
っ
た
植
民
地
バ
ル

バ
ド
ス
を
討
伐
す
る
た
め
海
軍
艦
隊
を
派
遣

す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
そ
の
時
だ
れ
が

予
想
し
た
で
し
ょ
う
か
。

「
悪
代
官
」
ハ
ウ
リ
ー

　

さ
て
、
ま
ん
ま
と
バ
ル
バ
ド
ス
を
簒
奪
し

た
カ
ー
ラ
イ
ル
伯
は
、
島
を
統
治
す
る
た
め

に
腹
心
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ハ
ウ
リ
ー
と
い
う
人

物
を
新
た
な
総
督
と
し
て
送
り
込
む
こ
と
に

も
成
功
し
ま
す
。
１
６
３
０
年
の
こ
と
で
す
。

ル
バ
ド
ス
」
と
い
う
島
で
、
ど
う
や
ら
噂
ど

お
り
無
人
島
ら
し
い
こ
と
を
見
て
と
り
ま
し

た
。
打
ち
棄
て
ら
れ
た
先
住
民
の
集
落
や
生

活
の
痕
跡
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す

が
誰
も
い
な
い
の
で
す
。
彼
ら
は
船
に
引
き

あ
げ
て
、
本
国
へ
の
帰
路
を
急
ぎ
ま
す
。

　

パ
ウ
エ
ル
は
イ
ギ
リ
ス
に
戻
る
と
、
さ
っ

そ
く
「
オ
リ
ー
ブ
の
花
」
号
の
出
資
者
で
あ

る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
コ
ー
テ
ィ
ー
ン
卿
に
島
の

よ
う
す
を
報
告
し
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
で
手

広
く
商
売
を
し
て
い
た
コ
ー
テ
ィ
ー
ン
卿
は

「
こ
れ
は
カ
ネ
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
今
度
は
ジ
ョ
ン
・
パ

ウ
エ
ル
の
弟
、
ヘ
ン
リ
ー
・
パ
ウ
エ
ル
を
船 現在のホールタウン市街

ホールタウン付近の海岸。1625 年、最初のイギリス船がこの
あたりに着きました

APIC ウェブサイトでは、品田光彦 前駐バルバドス日本国大使寄稿の連続コラム「バルバドス　歴史の散歩道」
を配信しております。本誌では「バルバドス  歴史の散歩道（その３）」の内容を掲載しています（2021 年執筆）。

その他のコラムについては、APIC ウェブサイトをご覧ください。

寄稿：前 駐バルバドス日本国大使　品田 光彦

バルバドス  歴史の散歩道バルバドス  歴史の散歩道
その３ 第２部　イギリス人の植民地ビジネス第２部　イギリス人の植民地ビジネス

長
と
す
る
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
ジ
ョ
ン
」
号
に

出
資
し
て
バ
ル
バ
ド
ス
に
向
か
わ
せ
ま
し
た
。

　

１
６
２
７
年
２
月
17
日
、
こ
の
船
は
２
年

前
に
「
オ
リ
ー
ブ
の
花
」
号
が
着
い
た
の
と

同
じ
地
点
に
到
達
し
ま
し
た
。
た
だ「
オ
リ
ー

ブ
の
花
」
号
の
時
と
違
っ
て
い
た
の
は
、
今

回
の
乗
組
員
お
よ
そ
80
人
が
入
植
者
と
し
て

そ
の
ま
ま
島
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で

し
た
（
註
１
）
。
彼
ら
は
こ
の
島
が
イ
ギ
リ
ス
の

所
有
物
だ
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
、
上
陸

地
点
を
先
代
の
国
王
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
１
世
に

ち
な
ん
で
「
ジ
ェ
ー
ム
ズ
タ
ウ
ン
」
と
名
付

け
ま
し
た
。
こ
れ
が
の
ち
の
ホ
ー
ル
タ
ウ
ン

で
す
。
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新
総
督
ハ
ウ
リ
ー
が
、
ボ
ス
で
あ
る
カ
ー

ラ
イ
ル
伯
に
命
じ
ら
れ
た
の
は
、
タ
バ
コ
な

ど
の
輸
出
に
よ
る
収
益
を
と
に
か
く
上
げ
る

こ
と
、
そ
し
て
入
植
者
た
ち
か
ら
で
き
る
だ

け
多
く
の
税
を
搾
り
と
る
こ
と
で
し
た
。
理

由
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
ピ
ン
ハ
ネ
し
た
利

益
を
カ
ー
ラ
イ
ル
伯
が
借
金
返
済
に
ま
わ
す

た
め
で
す
。

　

も
と
は
ロ
ン
ド
ン
の
織
物
商
人
だ
っ
た
ハ

ウ
リ
ー
は
総
督
の
任
に
つ
く
と
、
ま
る
で
強

欲
な
殿
さ
ま
に
送
り
込
ま
れ
た
「
悪
代
官
」

の
よ
う
に
振
る
舞
い
は
じ
め
ま
す
。
こ
れ
ま

で
コ
ー
テ
ィ
ー
ン
卿
の
傘
下
に
あ
っ
た
古
参

入
植
者
た
ち
へ
の
迫
害
や
税
取
り
立
て
の
容

赦
の
な
さ
は
後
世
の
語
り
草
に
な
る
ほ
ど
で

し
た
。

　

こ
ん
な
ハ
ウ
リ
ー
総
督
の
下
で
、
も
っ
と

も
辛
酸
を
な
め
て
い
た
の
は
、
当
時
、
入
植

者
社
会
の
底
辺
に
い
た
「
年
季
奉
公
人
」
と

呼
ば
れ
る
人
々
で
し
た
。

白
人
年
季
奉
公
人
の
悲
哀

　

昔
の
カ
リ
ブ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
働

き
手
と
い
う
と
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
連
れ
て
来

ら
れ
た
黒
人
奴
隷
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
バ
ル
バ
ド

ス
な
ど
カ
リ
ブ
・
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
で
黒
人

奴
隷
が
主
要
な
労
働
力
に
な
る
の
は
砂
糖
キ

ビ
栽
培
が
本
格
化
す
る
17
世
紀
半
ば
以
降
の

こ
と
で
、
そ
れ
以
前
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
白
人
―

た
い
が
い
は
イ
ギ
リ
ス
出
身
―
の
「
年
季
奉

公
人
」
た
ち
が
肉
体
労
働
の
担
い
手
で
し
た
。

　

年
季
奉
公
人
の
多
く
は
本
国
で
の
貧
困
か

ら
逃
れ
る
た
め
に
雇
い
主
と
５
～
７
年
程

度
の
契
約
を
結
ん
で
植
民
地
に
渡
り
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
労
働
に
従
事
し
た
人
た
ち
で
し

た
。
ほ
か
に
流
刑
者
、
逃
亡
犯
罪
人
や
、
人

買
い
業
者
に
文
字
通
り
「
誘
拐
」
さ
れ
て
き

た
人
な
ど
も
お
り
、
な
か
に
は
子
供
も
混

じ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
っ

た
人
々
の
出
身
地
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
領
主
や
役
人
な
ど
支
配

層
が
多
か
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
出
身
者
よ
り

も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

と
り
わ
け
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
従
属
的
な
立
場

に
お
か
れ
て
貧
し
か
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

出
身
者
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
（
註
３
）
。

　

こ
う
い
う
事
情
で
や
っ
て
来
た
白
人
年
季

奉
公
人
た
ち
の
境
遇
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
別

名
「
白
い
奴
隷
」
と
も
呼
ば
れ
た
彼
ら
は
、

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
領
主
か
ら
与
え
ら
れ
る

粗
末
な
住
居
や
食
糧
と
引
き
替
え
に
重
労
働

に
耐
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
家

内
労
働
な
ら
ま
だ
し
も
、
カ
リ
ブ
の
炎
天
下

で
の
畑
仕
事
は
つ
ら
い
作
業
で
、
後
年
の
黒

人
奴
隷
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
人
権
無
視

の
ひ
ど
い
扱
い
を
受
け
て
い
た
の
で
し
た
。

ハ
ウ
リ
ー
総
督
に
よ
る
入
植
者
に
対
す
る
き

び
し
い
税
の
取
り
立
て
の
ツ
ケ
は
、
最
終
的

に
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
こ
き
使
わ
れ
る

年
季
奉
公
人
た
ち
の
肩
に
の
し
か
か
っ
て
き

た
の
で
す
。

　

１
６
３
４
年
、
こ
ん
な
状
況
に
耐
え
か
ね

た
年
季
奉
公
人
た
ち
に
よ
っ
て
バ
ル
バ
ド
ス

植
民
地
は
じ
め
て
の
蜂
起
が
起
き
ま
し
た
。

彼
ら
が
企
て
た
の
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
領

主
た
ち
を
襲
っ
た
あ
と
、
バ
ル
バ
ド
ス
に
入

港
す
る
最
初
の
船
を
奪
っ
て
故
郷
に
逃
げ
帰

る
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ハ
ウ
リ
ー
総
督

配
下
の
８
百
人
の
民
兵
集
団
に
あ
っ
け
な
く

鎮
圧
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ハ
ウ
リ
ー
の
失
脚

　

イ
ギ
リ
ス
本
国
に
い
た
カ
ー
ラ
イ
ル
伯

は
、
ハ
ウ
リ
ー
総
督
を
つ
う
じ
て
、
バ
ル
バ

ド
ス
か
ら
上
が
る
儲
け
を
搾
れ
る
だ
け
搾
り

と
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
悪
い
こ
と
は
長

続
き
し
な
い
も
の
で
、
借
金
ま
み
れ
の
ま
ま

１
６
３
６
年
に
46
歳
で
世
を
去
り
ま
す
。
息

子
の
カ
ー
ラ
イ
ル
伯
２
世
が
ま
だ
若
か
っ
た

た
め
管
財
人
が
島
経
営
の
面
倒
を
み
る
こ
と

● 註 1　「ウィリアムとジョン」号はイギリスからバルバドスに
向かう航海の途中、大西洋上で（おそらくはポルトガルの）奴
隷船を襲い、奪った約 10 人の黒人奴隷を乗せていたという説が
あります。これが本当だとすればバルバドスには植民地化当初
から黒人奴隷がいたということになります。

● 註 2　海島綿（シーアイランド・コットン）は西インド諸島特
産の綿花から作られる上質な綿で、ヨーロッパ人の到来以前から
先住民によって栽培されていました。のちに砂糖キビが主要な産
物になると、海島綿の栽培はしだいにすたれていきます。バルバ
ドスでは現在も細々と海島綿の栽培が続けられていて、ごく少量
の製品が高値でヨーロッパに輸出されています。筆者は島の加工
場で製品化されたものを手に取ってみたことがありますが、絹の
ような光沢と滑らかな手触りに驚いたおぼえがあります。

● 註 3　こういう事情を背景に、かつてのバルバドスの白人社
会では、イングランド系にくらべスコットランド系やアイルラ
ンド系の人たちを一段低く見る傾向が長期間にわたって残りま
した。たとえば、本稿（その 1）冒頭で紹介したバルバドス・ヨッ
トクラブでは、1924 年の設立後しばらくの間、会員はイングラ
ンド系の富裕層ばかりで、（有色人種はもちろんのこと）年季奉
公人を祖先にもつと見做されたスコットランド系、アイルラン
ド系の人々が会員になることはできませんでした（2020 年 8 月
の同ヨットクラブ会報の記載による）。

● 註 4　イギリス植民地のなかでバルバドスに先立って議会が
設置されたのはバージニアとバミューダです。バルバドスでハ
ウリー総督によって創設された議会は、幾多の変遷をへて現在
のバルバドス国会下院につながっていきます。

ン
（
の
ち
ホ
ー
ル
タ
ウ
ン
）
で
し
た
。
け
れ

ど
も
開
拓
が
進
む
に
つ
れ
て
、
島
民
の
活
動

の
中
心
は
も
っ
と
南
に
あ
る
大
き
な
湾
の
周

辺
に
移
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
湾
に
面
し
、
島
で
最
大
の
川
（
現
在

名
：
コ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
バ
ー
）

の
河
口
に
あ
っ
た
集
落
が
し
だ
い
に
島
の
首

邑
と
な
っ
て
行
政
や
商
業
の
中
心
地
と
し
て

発
展
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
、
こ
ん
に
ち

の
バ
ル
バ
ド
ス
の
首
都
ブ
リ
ッ
ジ
タ
ウ
ン
の

は
じ
ま
り
で
す
。
湾
の
北
端
に
は
港
が
築
か

れ
、
植
民
地
時
代
に
は
砂
糖
の
積
み
出
し
や

奴
隷
船
の
受
け
入
れ
に
使
わ
れ
て
い
た
の
で

す
が
、
現
在
で
は
カ
リ
ブ
海
周
遊
の
大
型
ク

ル
ー
ズ
船
が
何
隻
も
停
泊
す
る
ブ
リ
ッ
ジ
タ

ウ
ン
港
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

ブ
リ
ッ
ジ
タ
ウ
ン
を
擁
す
る
こ
の
湾
の
名

称
は
「
カ
ー
ラ
イ
ル
湾
」
と
い
い
ま
す
。
悪

名
高
き
ハ
ウ
リ
ー
総
督
の
時
代
、
彼
の
ボ
ス

で
あ
っ
た
カ
ー
ラ
イ
ル
伯
に
ち
な
ん
で
こ
う

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

植
民
地
に
な
っ
て
間
も
な
い
こ
ろ
の
島
に

せ
っ
せ
と
初
期
投
資
を
行
っ
た
コ
ー
テ
ィ
ー

ン
卿
か
ら
島
の
利
権
を
横
取
り
し
た
カ
ー
ラ

イ
ル
伯
。
現
在
、バ
ル
バ
ド
ス
の
政
治
・
経
済
・

と
と
な
り
ま
す
。

ブ
リ
ッ
ジ
タ
ウ
ン
の
発
祥

　

バ
ル
バ
ド
ス
の
植
民
地
化
当
初
、
島
の
中

心
地
は
ヘ
ン
リ
ー
・
パ
ウ
エ
ル
た
ち
が
入
植

の
起
点
に
し
た
西
海
岸
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
タ
ウ

に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
な
る
と
現
地
の
ハ
ウ

リ
ー
は
ま
す
ま
す
や
り
た
い
放
題
と
な
り

ま
す
。
カ
ー
ラ
イ
ル
伯
２
世
や
管
財
人
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
も
効
か
な
く
な
り
、
悪
代
官

ぶ
り
に
拍
車
が
か
か
っ
て
し
ま
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
、
あ
ま
り
の
横
暴
が
ロ
ン
ド
ン

の
王
宮
ま
で
伝
わ
る
こ
と
と
な
っ
て
、
結
局

１
６
４
０
年
に
ハ
ウ
リ
ー
は
総
督
を
解
任
さ

れ
失
脚
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
よ
そ
10
年

に
わ
た
っ
て
総
督
の
職
に
あ
り
、
そ
の
悪
政

で
住
民
を
苦
し
め
た
彼
は
、
バ
ル
バ
ド
ス
植

民
地
史
上
、
最
悪
の
総
督
と
し
て
歴
史
に
名

を
残
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
ハ
ウ
リ
ー
で
し
た
が
、
総
督
在
任

中
に
、
結
果
的
に
見
れ
ば
ひ
と
つ
だ
け
良

い
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
彼
の
悪

政
に
住
民
の
不
満
が
最
高
潮
に
達
し
て
い
た

１
６
３
９
年
、
議
会
を
設
置
し
た
こ
と
で
す
。

そ
う
は
言
っ
て
も
、
こ
れ
は
ひ
と
え
に
住
民

の
不
満
を
反
ら
す
た
め
の
懐
柔
策
で
し
た

し
、
議
員
に
選
ば
れ
る
資
格
が
あ
っ
た
の
は
、

当
時
９
千
人
近
く
に
な
っ
て
い
た
島
の
人
口

の
う
ち
、
ご
く
一
握
り
の
富
裕
な
土
地
所
有

層
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ

か
ら
さ
き
見
て
い
く
よ
う
に
、
世
界
中
の
イ

ギ
リ
ス
植
民
地
の
な
か
で
３
番
目
に
古
い
こ

の
議
会
（
註
４
）

の
存
在
は
バ
ル
バ
ド
ス
の
そ
の

後
の
歴
史
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
こバルバドス国会議事堂。現在の建物は 1870 年代に建てられました

ブリッジタウン市内を流れるコンスティチューション・リバー

観
光
そ
し
て
安
全
保
障
の
面
で
も
最
も
重
要

な
イ
ン
フ
ラ
を
備
え
た
湾
の
名
称
が
、
詐
欺

師
ま
が
い
の
こ
の
成
り
上
が
り
貴
族
の
名
を

冠
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
歴
史
の
皮
肉
と

い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。

（
第
３
部
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
と
バ
ル
バ

ド
ス
」
に
続
く
）

（
本
稿
は
筆
者
の
個
人
的
な
見
解
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
り
、
筆
者
が
属
す
る
組
織
の
見
解
を
示
す
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）
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し
て
、
有
力
記
者
を
招
待
し
て
、
我
が
国
の
環
境
保
護
、
防

災
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら

い
、
我
が
国
の
現
状
に
つ
い
て
の
広
報
を
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で

行
っ
て
も
ら
う
も
の
で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
、
フ
ロ
イ
ド
・
タ
ケ
ウ
チ
氏
と
ド
ー
ン
・
マ
タ

ス
氏
の
２
名
に
も
本
計
画
に
参
画
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
本

年
度
は
、
太
平
洋
か
ら
は
記
者
３
名
（
フ
ィ
ジ
ー
、
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
、
サ
イ
パ
ン
）
を
招
待
し
た
。

（
３
）
太
平
洋
諸
国
・
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画
【
延
期
】

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
に
よ
る
渡
航
制
限
の
解
除
が
進
ま
な
い

こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
招
待
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
難
し

く
、
次
年
度
に
延
期
す
る
こ
と
と
し
、
今
年
度
は
実
現
出
来

な
か
っ
た
。

（
４
）
太
平
洋
青
年
研
修
【
延
期
】

　

サ
モ
ア
独
立
国
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州
よ

り
、
将
来
を
担
う
若
手
の
実
務
者
を
我
が
国
に
招
待
し
、
自

治
体
中
心
に
研
修
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

‐
19
の
影
響
で
具
体
的
な
招
待
計
画
の
策
定
ま
で
至
ら
ず
、

来
年
度
以
降
に
延
期
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
５
）
太
平
洋
環
境
セ
ミ
ナ
ー
【
延
期
】

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
の
影
響
で
渡
航
計
画
が
立
て
ら
れ
ず
、

派
遣
す
る
講
師
の
予
定
も
考
慮
し
て
、
次
年
度
に
延
期
す
る

こ
と
と
し
た
。

（
６
）
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
・
Ｍ
Ｃ
Ｔ
協
力
事
業
（
上
水
道
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
【
実
施
】

　

今
年
度
は
Ｍ
Ｃ
Ｔ
か
ら
下
記
２
件
の
要
請
が
あ
っ
た
た
め

実
施
し
た
。

①
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
ポ
ン
ペ
イ
州
キ
チ
地
区
チ
ャ
マ
ラ
ロ

ン
村
の
配
水
管
取
り
換
え
工
事
支
援	

　

チ
ャ
マ
ラ
ロ
ン
村
は
、
近
く
に
お
お
き
な
川
が
流
れ
て
お

ら
ず
、
小
さ
な
湧
き
水
が
唯
一
の
水
源
と
な
っ
て
お
り
、
老

朽
化
し
た
金
属
製
の
パ
イ
プ
を
Ｐ
Ｖ
Ｃ
の
パ
イ
プ
に
交
換
す

る
も
の
。
こ
の
取
り
換
え
工
事
に
よ
り
、
対
象
と
な
っ
た
村

（
住
民
約
８
０
０
人
）
の
各
家
庭
に
毎
週
少
な
く
と
も
、

１
０
０
０
ガ
ロ
ン
の
水
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
、
住
民
に

対
し
て
、
長
期
持
続
的
に
安
全
な
水
が
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

Ｍ
Ｃ
Ｔ
へ
１
・
12
万
ド
ル
を
送
付
し
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
に
配
水
管

の
調
達
と
取
り
換
え
工
事
を
委
託
し
た
。

令和 4 年度
（2022年度）

（令和4年7月1日～令和5年6月30日まで）

事業報告書
【簡略版】

評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員

石堂　一成	 東京コンサルティング株式会社　代表取締役社長

坂本　吉弘	 一般財団法人安全保障貿易情報センター　顧問（最終官職：通商産業審議官）

炭谷　茂	 社会福祉法人恩賜財団済生会　理事長（最終官職：環境省　事務次官）

島内　憲	 元 駐ブラジル連邦共和国特命全権大使

高原　明生	 東京大学大学院　教授

廣野　良吉	 成蹊大学　名誉教授

本多　義人	 東神インターナショナル株式会社　名誉会長

蓑田　秀策 ※	 一般財団法人 100 万人のクラシックライブ　代表理事

理 事 長
常 務 理 事 代 行
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
監 事
監 事

重家　俊範	 （最終官職：外務省　駐大韓民国特命全権大使）

側嶋　秀展 ※	 （最終官職：外務省　駐ミクロネシア連邦特命全権大使）

荒木　恵	 一般財団法人国際協力推進協会（APIC）　事務局長（最終官職：財務省　国際局付派遣職員（アジア開発銀行職員））

今野　秀洋	 一般財団法人貿易・産業協力振興財団　理事長（最終官職：経済産業審議官）

鳥飼　玖美子	 立教大学　名誉教授

村上　洋	 元 東レ株式会社 取締役／元 味の素株式会社 監査役

山本　達也	 エーオンジャパン株式会社　代表取締役社長

金成　憲道	 元 ドイツ証券株式会社　取締役会長

吉川　英一	 元 株式会社三菱 UFJ 銀行　副頭取

（2023 年 9 月 26 日現在）

※ 2023 年 9 月 26 日に開催された定時評議員会および臨時理事会にて新たに就任

APIC 役員名簿
 役員

 評議員

②
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州
オ
ネ
イ
地
区　

貯
水
タ

ン
ク
設
置
事
業

　

チ
ュ
ー
ク
州
の
オ
ネ
イ
島
に
は
、
８
つ
の
村
が
あ
り
、
住

民
８
３
８
人
が
住
ん
で
い
る
が
、
飲
料
水
を
雨
水
に
依
存
し

て
い
る
た
め
、
貯
水
タ
ン
ク
を
設
置
し
て
安
定
的
な
水
の
確

保
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
。
１
０
０
０
ガ
ロ
ン
の
貯
水
タ

ン
ク
を
各
村
に
設
置
（
計
８
基
）
す
る
も
の
で
、
州
都
の

チ
ュ
ー
ク
で
タ
ン
ク
を
調
達
し
て
、
住
民
が
オ
ネ
イ
に
搬

送
、
設
置
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
全
体
で
、
２
万
ド
ル
の
要

請
が
あ
っ
た
が
、
上
記
①
と
合
わ
せ
て
本
年
度
予
算
計
上
の

範
囲
内
で
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
、
今
年
年
度
で
１
万
ド

ル
の
支
援
、
来
年
度
で
残
り
の
１
万
ド
ル
を
支
援
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

上
記
と
同
様
に
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
へ
１
万
ド
ル
を
送
金
し
、
Ｍ
Ｃ

Ｔ
が
貯
水
タ
ン
ク
を
調
達
し
て
、
現
地
に
搬
送
し
、
住
民
の

参
加
を
得
な
が
ら
設
置
す
る
予
定
。

（
７
）
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
Ｍ
Ｃ
Ｔ
と
の
協
力
事
業
（
大
学
院
生
支

援
）
【
実
施
】

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
自
然
保
護
基
金
（M

icronesia 
Conservation Trust

：
以
下
Ｍ
Ｃ
Ｔ
）
と
の
連
携
協
定
に
基

づ
き
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
の
推
薦
に
よ
り
毎
年
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
３
カ
国
か

ら
留
学
生
１
～
２
名
を
受
入
れ
、
上
智
大
学
大
学
院
地
球
環
境

学
研
究
科
で
修
士
号
を
取
得
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
長
期
的
観

点
か
ら
環
境
関
連
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
支
援
を
目
的
と
し
て

お
り
、
２
０
１
７
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
以
降
、
既
に
７
名
が

卒
業
、
現
在
で
は
３
名
の
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
を
持
ち

な
が
ら
、
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
２
０
２
３
年
９
月
に
２
名
が

卒
業
し
、
１
名
が
入
学
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

（
８
）
上
智
大
学 Island Sustainability 

研
究
所
と
の
共

同
事
業
【
一
部
実
施
】

　

上
智
大
学
が
、
２
０
２
２
年
央
に
島
嶼
部
や
島
嶼
国
が
良

質
な
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
ス
キ
ー
ム
の
創
成
を
目
指
し
国

内
外
を
対
象
と
し
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
有
す
るIsland 

Sustainability

研
究
所
を
設
立
し
た
。
こ
の
研
究
所
の
活
動

に
あ
た
り
、
国
際
機
関
、
政
府
関
係
機
関
、
国
内
外
企
業
、

法
人
、
国
外
の
著
名
連
携
大
学
に
よ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

形
成
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
お
り
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
も
こ
れ
ま
で

環
境
セ
ミ
ナ
ー
は
上
智
大
学
の
協
力
を
得
て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
計
画
を
支
援
す
る
予
定
で
、
今
年
度
は
、
太
平
洋
島

嶼
国
か
ら
の
ゲ
ス
ト
を
呼
ん
で
島
根
県
海
士
町
で
開
催
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
検
討
の
た
め
、
事
前
視
察
を
実
施
し
た
。

（
９
）
ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡
保
存
支
援
事
業
【
予
備
費
実
施
】

　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
Ｆ
Ｓ
Ｍ
ポ
ン
ペ
イ
島

の
ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡
に
つ
い
て
、
外
務
省
の
草
の
根
無
償
に

よ
る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
設
の
起
工
式
が
２
０
２
０
年

５
月
24
日
に
行
わ
れ
、
建
設
完
了
後
に
案
内
板
の
設
置
に
つ

い
て
支
援
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

の
建
設
工
事
が
、
長
引
い
た
た
め
、
案
内
板
の
製
作
・
設
置

も
ず
れ
込
み
、
令
和
３
年
度
決
算
後
に
完
成
し
、
設
置
費
用

に
つ
い
て
着
手
の
た
め
の
頭
金
（
半
額
）
を
令
和
３
年
度
の

前
払
金
と
し
て
計
上
し
、
令
和
４
年
度
に
支
払
っ
た
残
金
を

含
め
て
、
全
額
を
本
年
度
に
計
上
し
た
。

２
．
日
・
カ
リ
ブ
友
好
協
力
事
業

（
１
）
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
・
大
学
生
招
待
計
画
【
延
期
】

　

毎
年
１
月
に
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）
の
学
生
を

太
平
洋
諸
国
の
大
学
生
と
同
時
に
招
待
し
て
い
る
が
、
太
平

洋
事
業
同
様
、
延
期
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
内
容
は
、
太
平

洋
事
業
（
１
）
参
照
。
）

（
２
）
カ
リ
ブ
諸
国
・
記
者
招
待
計
画
【
実
施
】

　

毎
年
10
月
頃
に(

公
財)

フ
ォ
ー
リ
ン
・
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
る
。
本
年
は
、
カ
リ
ブ
の
記
者

２
名
（
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
バ
ル
バ
ド
ス
）
を
招
待
し
太
平
洋
諸

国
・
記
者
招
待
計
画
と
一
体
の
事
業
と
し
て
実
施
し
た
。

（
内
容
は
、
太
平
洋
事
業
（
２
）
参
照
。
）

（
３
）
カ
リ
ブ
諸
国
・
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画
【
実
施
】

　

本
年
は
、
以
下
の
２
グ
ル
ー
プ
、
合
計
７
名
を
招
待
し
た
。

①
ジ
ャ
マ
イ
カ
農
業
・
漁
業
大
臣
（
同
行
者
２
名
）

　

２
０
２
２
年
10
月
11
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
ジ
ャ
マ
イ
カ

の
パ
ー
ネ
ル
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
ジ
ュ
ニ
ア
農
業
・
漁
業
大
臣
を

招
待
し
た
。
大
臣
に
は
、
農
業
・
漁
業
省
の
ダ
ー
モ
ン
・
ス

ペ
ン
ス
事
務
次
官
及
び
水
産
庁
の
ガ
ビ
ン
・
ベ
ラ
ミ
ー
長
官

が
同
行
し
た
。
駐
日
ジ
ャ
マ
イ
カ
大
使
も
、
す
べ
て
の
会
合

視
察
に
同
行
し
た
。

②
バ
ル
バ
ド
ス
若
手
リ
ー
ダ
ー
４
名

　

２
０
２
２
年
11
月
13
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、
バ
ル
バ
ド

ス
の
環
境
保
護
関
係
の
政
府
高
官
、
研
究
者
、
環
境
保
護
団

体
の
責
任
者
を
招
待
し
た
。
参
加
者
は
、
環
境
・
国
土
美
化

省
ブ
ル
ー
グ
リ
ー
ン
経
済
庁
水
産
局
長
の
ジ
ョ
イ
ス
・
レ
ス

リ
ー
女
史
、
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
ケ
ー
ブ
ヒ
ル
校
の
資
源
管

理
・
環
境
研
究
上
席
研
究
員
兼
シ
ニ
ア
講
師
の
パ
ト
リ
ッ

ク
・
マ
ッ
コ
ー
ニ
博
士
、
ブ
ル
ー
シ
ェ
ル
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
の
創
設
者
・
最
高
経
営
責
任
者
の
シ
ェ
リ
ー
ア
ン
・
コ
ッ

ク
ス
博
士
、
バ
ル
バ
ド
ス
環
境
保
護
協
会
最
高
責
任
者
の

チ
ェ
・
グ
リ
ニ
ッ
ジ
女
史
の
４
名
。
本
招
待
は
、
在
バ
ル
バ

ド
ス
日
本
大
使
館
の
要
請
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。

（
４
）
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
・
学
長
招
待
計
画
【
実
施
】

　

２
０
２
３
年
４
月
12
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
、
西
イ
ン
ド

諸
島
大
学
（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）
ケ
ー
ブ
ヒ
ル
校
の
ロ
バ
ー
ト
・
ク
ラ

イ
ヴ
・
ラ
ン
デ
ィ
ス
学
長
を
招
待
し
た
。
Ｕ
Ｗ
Ｉ
と
上
智
大

学
が
教
育
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
智
大

学
で
講
演
を
行
っ
た
ほ
か
、
学
長
が
医
者
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
や
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究

所
も
訪
問
し
、
研
究
者
と
意
見
交
換
も
実
施
。
ケ
ー
ブ
ヒ
ル

校
の
学
長
招
待
は
今
回
が
２
回
目
で
あ
る
。

（
５
）
カ
リ
ブ
青
年
研
修
【
実
施
】

　

２
０
２
３
年
６
月
25
日
か
ら
７
月
２
日
に
か
け
て
ト
リ
ニ

ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
の
政
府
関
係
者
と
廃
棄
物
処
理
担

当
者
４
名
を
招
待
し
た
。
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
は
廃
棄

物
処
理
の
問
題
、
特
に
埋
め
立
て
処
分
場
の
残
余
年
数
が
逼

迫
す
る
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
日
本
に
お
け
る
ご
み
処
理
に

つ
い
て
研
修
を
行
っ
た
。
大
崎
町
（
鹿
児
島
）
で
の
研
修
に

は
本
計
画
を
要
請
し
た
平
山
前
駐
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ

大
使
も
同
行
し
、
大
崎
町
長
表
敬
な
ど
も
実
施
し
、
地
元
メ

デ
ィ
ア
か
ら
も
取
材
を
受
け
た
。

（
６
）
上
智
大
学 Island Sustainability 

研
究
所
と
の
共

同
事
業
【
延
期
】

　

趣
旨
は
太
平
洋
事
業
（
８
）
と
同
じ
。
カ
リ
ブ
事
業
と
し

て
は
、
延
期
と
し
た
。

（
７
）
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
支
援
【
予
備
費
実
施
】

　

下
記
、
２
件
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
支
援
し
た
。

①
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国

　

２
０
２
２
年
９
月
30
日
に
、
在
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ

日
本
国
大
使
館
・
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）
セ
ン

ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
校
言
語
学
習
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で

実
施
さ
れ
た
第
５
回
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
、
昨

年
同
様
、
協
賛
と
い
う
形
式
で
、
現
地
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ

ン
の
ギ
フ
ト
券
を
賞
品
と
し
て
提
供
し
、
支
援
を
行
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
以
降
初
と
な
る
対
面
形
式
で
の
開
催
で
、
大
変
賑

わ
い
の
あ
る
大
会
と
な
っ
た
。

②
ジ
ャ
マ
イ
カ

　

２
０
２
３
年
６
月
17
日
に
、
在
ジ
ャ
マ
イ
カ
日
本
国
大
使

館
・
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）
の
共
催
で
実
施
さ
れ

た
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
３
に
、
協
賛
と
い

う
か
た
ち
で
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
賞
品
と
し
て
日
本
語
の
本
や

日
本
文
化
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
グ
ッ
ズ
支
援
を
行
っ
た
。

当
日
は
渥
美
恭
弘
在
ジ
ャ
マ
イ
カ
日
本
大
使
、
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
教
育
・
青
年
大
臣
が
出
席
し
た
ほ
か
、
60
名
ほ
ど
の
観
客

が
あ
っ
た
。

３
．
国
際
協
力
に
関
す
る
講
演
事
業

（
１
）
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情
勢
講
演
会
【
継
続
】

　

令
和
４
年
度
も
外
務
事
務
次
官
、
外
務
審
議
官
、
局
長
ク

ラ
ス
の
幹
部
を
講
師
と
し
て
招
き
、
国
際
情
勢
、
外
交
、
経

済
に
関
す
る
講
演
と
意
見
交
換
会
を
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

実
施
し
た
。

（
２
）
国
際
協
力
懇
話
会
【
継
続
】

　

３
年
振
り
と
な
る
不
定
期
開
催
、
少
人
数
を
対
象
と
し
た

国
際
協
力
懇
話
会
を
国
際
文
化
会
館
に
て
３
回
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
２
２
年
10
月
３
日
、
地
方
開
催
と
し
て
島
根

県
隠
岐
郡
海
士
町
隠
岐
國
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
島
根
県
立
隠

岐
島
前
高
校
の
生
徒
な
ど
を
対
象
に
「
第
３
回
国
際
講
座

夢
ゼ
ミ
」
を
開
催
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
理
事
の
村
上
洋 

元
東
レ
株

式
会
社
取
締
役
を
講
師
と
し
て
実
施
し
た
。
本
講
座
は
、

２
０
１
９
年
10
月
に
海
士
町
と
締
結
し
た
連
携
協
定
の
事
業

の
一
環
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
。

４
．
留
学
生
奨
学
金
事
業
【
継
続
】

　

ザ
ビ
エ
ル
高
校
（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州
）

は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
み
な
ら
ず
、
パ
ラ
オ
、
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
の
最
優
秀
の
生
徒
が
入
学
す
る
高
校
で
、
イ
エ

ズ
ス
会
が
運
営
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
上
智
大
学
と
協
力
し
て
本

「
留
学
生
制
度
」
を
開
始
。

　

当
該
留
学
生
協
定
に
基
づ
き
、
２
０
１
４
年
か
ら
留
学
生
の

支
援
を
開
始
、
既
に
６
名
の
卒
業
生
を
出
し
、
現
在
１
名
の
学

生
が
在
籍
し
て
い
る
。
２
０
２
３
年
９
月
に
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

連
邦
ポ
ン
ペ
イ
州
と
パ
ラ
オ
共
和
国
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
名
の
留

学
生
が
入
学
予
定
で
あ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
し
て
は
今
後
も
募
金

活
動
を
積
極
化
す
る
と
と
も
に
、
留
学
生
に
対
す
る
生
活
費
等

の
支
給
を
含
め
留
学
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

（
な
お
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
旅
費
、
生
活
費
を
負
担
、
上
智
大
学

は
学
費
、
寮
費
を
負
担
。
）

１
．
太
平
洋
島
嶼
国
開
発
協
力
事
業

（
１
）
太
平
洋
諸
国
・
大
学
生
招
待
計
画
【
延
期
】

　

毎
年
１
月
に
太
平
洋
諸
国
か
ら
数
名
の
大
学
生
を
招
待

し
、
上
智
大
学
の
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム January Session in 

Japanese Studies

に
参
加
さ
せ
、
併
せ
て
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る

文
化
交
流
活
動
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
き
て
お
り
、
本
年
度

も
実
施
予
定
で
あ
っ
た
が
、January Session

が
オ
ン
ラ
イ

ン
実
施
と
な
っ
た
た
め
、
日
本
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
に

は
、
や
は
り
日
本
で
の
対
面
授
業
が
効
果
的
で
あ
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
対
面
で
予
定
さ
れ
て
い
る
２
０
２
３
年
７
月
実

施
のSum

m
er Session

へ
参
加
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
次
年
度

へ
延
期
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

な
お
、
本
事
業
は
、
日
・
カ
リ
ブ
友
好
協
力
事
業
の
西
イ

ン
ド
諸
島
大
学
学
生
招
待
計
画
と
趣
旨
が
同
じ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
一
体
の
事
業
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
異
な
る
地
域

の
学
生
が
一
堂
に
会
し
て
学
び
、
共
に
生
活
し
、
意
見
交
換

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
も
あ
り
、
参
加
者
か

ら
は
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
と
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

（
２
）
太
平
洋
諸
国
・
記
者
招
待
計
画
【
実
施
】

　

毎
年
10
月
頃
に(

公
財)

フ
ォ
ー
リ
ン
・
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
太
平
洋
の
記
者
を

招
待
し
、
カ
リ
ブ
諸
国
・
記
者
招
待
計
画
と
一
体
の
事
業
と

※本誌では簡略版を掲載しています。
詳細につきましては APIC ホームページをご覧ください。
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